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当研究所では設立以来、国道1号線静清バイパス建設に伴う埋蔵文化財調査を手掛け、多くの成果を

上げてきた。なかでも奈良時代から平安時代にかけての条里遺構の検出は、条里型地割が静岡平野北部

地域で、広く行われたことを解明したという点で特筆される。しかし、静岡平野南部地域においては表

層での条里型地割は確認されているものの、埋没条里遺構の検出は1例にすぎないという状態であった。

今回の調査では、後世の建造物などによる遺構面の破壊が多く、遺跡の全容を明らかにするような調

査を行うことはできなかった。しかし、条里型地割にかかわる坪界線そのものの検出は認められなかっ

たものの、擬似畦畔の検出により、静岡平野南部地域でも条里型地割が平安時代に行われていたことが

明らかになった。また井戸など当該期の集落の一端も検出することができた。近接する曲金北遺跡では

古代東海道の発見もあり、静岡平野南部地域での歴史解明が進展することが期待される。

調査ならび本書の作成に当たっては、静岡県企画調整部学術の大学課、静岡県教育委員会、静岡市教

育委員会をはじめとする関係機関各位に大変お世話になった。心から感謝と敬意を表したい。

本書が埋蔵文化財保護行政の基本資料として、また埋蔵文化財に対する理解の一助として活用される

ことを願う。

1996年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎　藤



例 紅諸

1　本書は、静岡市小康に所在する小康杉本堀合坪遺跡の発掘調査宣告書である。

2　調査は、平成6年度県立大学短期大学部静岡校（仮称）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業と

して、静岡県企画調整部大学室（現学術◎太学課）の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導の

もとに静岡市教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が、現地調査を平成6

年12月1日から平成7年3月3日］まて㌦平成7年度事業として現地での補足調査を平成7年4月1日

から5月31日まで、整理作業を平成7年4月1日から9月30日の問実施し、平成8年3月までに報告

書を刊行し事業を終了した。

3　調査体制は、次のとおりである。

平成6年度

所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲鴇　調査研究部長　小崎章男、調査研究二課長　佐野五十三

一！・－・′’　　‥、．r′、l　′、′、

平成7年度

所長　斎藤忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　小崎章男

調査研究二課長　佐野五十三

調査研究員　中鉢賢治

4　本書は、中鉢賢治が執筆した。

5　着製品の石材の同定は静岡大学名誉教授伊藤達玄先生に行っていただいた。

6　発掘調査にあたりテフラ分析◎年代測定分析を㈱古環境研究所に委託し、その結果は付編として掲

載した。

7　木製品の樹種同定については、東北大学助教授鈴木三男先生の指導をうけた。

8　遺物写真撮影は楠華堂（楠本真紀子）に委託した。

9　本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

摘　発掘調査資料は、すべて財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。



凡 例

本書の記述は、以下の基準に従い統一をはかった。

1調査は10mXlOlllのグリッドを設置して行ったが、南西隅を起点に呼称している。

iltili
2　遺構・遺物の表記は次のとおりである。

遺構 （S ） ［　 遺物

D　 溝状遺構 P　 土器

E　 井戸 W　 木製品

F　 土坑 S　 石製品

H　 掘立柱建物跡 M　 金属製品

P　 小穴 （ピット） E　 その他

Ⅹ　 その他

3　遺物の実測図は土器、木製品、石製品は縮尺1／3を基本とし、金属製品を縮尺1／2とした。た

だし、井戸部材については縮尺1／6とした。

4　土器の実測図については施柚部分をスクリーントーン［＝］で示した。

5　木製品の実測図においては木目を断面図中に模式的に示した。また、欠損部分を仁コで、炭化部

分をスクリーントーンE≡司で、圧痕部分をスクリーントーン［＝コで示した。漆についてはスクリー

ントーン［：コで示した。

6　石製品の実測図については断面にト一一一→で砥面の範囲を示した。

7　土器観察表において、法量のく　〉は復元計を示している。色調については農林水産省農林水産

技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』をもとに表記している。なお、柚の色調は下段に（）

で示した。また墨書土器について、口は解読不明の文字或いはその残画を示し、×は欠損のため文字は

現存していないが、かつて一字以上の文字があったと推定される場合を示した。

8　木製品計測表において、曲物のく　〉は推定復元径、その他の（）は残存長、漆器の数値は

底径を示している。

9　キセル計測表において、く　　〉　は推定径を示している。

10　金属製品計測表において、（）は残存長を示している。
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第31図　小康杉本堀合坪遺跡周辺条里推定図

第32図　溝状遺構方位図
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第亙章　謂濠の経過

′　　　　　一　、ン′′

県内医療の充実を図るため、県企画調整部大学室（以下大学室）により医療系の短期大学として県立

大学短期大学部静岡校（仮称）建設が計画された。平成3年1臓には大学室よ　静岡県教育委員会文化

課（以下文化課）に建設予定地内の埋蔵文化財の有無についての照会がなされた。大学室と文化課との

協議の結果、現状では周知の遺跡とはなっていないが、弥生時代後期の「曲金式土器」の標式遺跡であ

る曲金Å遺跡や奈良⑳平安時代と考えられる三菱工場内遺跡が隣接しており、埋蔵文化財包含地が建設

予定地にまで広がうている可能性が高いことから事前に調査を実施する必要があるとの結論が出された。

一次調査は文化課によって平成4年7月6日から8月7日にかけて遺跡の存否の確認を中心に行われ

た。20mごとに試掘坑を設定し、土層観察およびプラント◎オパール分析を行った結果、平安時代の水

田跡が存在する可能性が高、遺跡として認識できるとい　結果が出され、曲金東遺跡とい　名称が付

けられた。

二次調査は前回調査の結果を踏まえ淘平面調査による確認の必要性から平成5年7月6日から9月7

日にかけて文化課が担当し実施された。7mX2mmの調査区　カ所による平面調査と試掘坑による土層

観察が行われ、上層の砂層からは坪界線と考えられる畦畔、下層の黒褐色土層からはシガラ状遺構を検

出した。上層からは平安時代から近世にかけての土器、下層からは木製品が出土した。

三次調査となる今回は建物の配置⑳構造の決定を受け、建築予定地全面を対象に発掘調査を行うこと

となった。しかし、二次調査の下層で検出したシガラ状遺構については建築物の方向からずれることか

ら対象外とし、条里型地割の施工に伴う坪界線の検出を目的として淘指導機関文化課、実施機関財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所（以下研究所）の体制で調査を実施することとなった。この際に静岡市

教育委員会社会教育課（以下市教委主文化課、研究所との三者協議により曲金東遺跡であった名称を市

教委の遺跡名称の付け方に基づき鴇小鹿杉本堀合坪遺跡に変更した。

ノ　　′′　　′　′　′∴　　′′

今回の発掘調査は、校舎2棟と体育館且棟を対象に調査を行った。体育館に関しては既存の図書館と

体育館の解体工事終了後にトレンチによる確認調査を行うこととしたため「本格的な調査は一般教育棟

と管理厚生棟の2か所となった。このうち一般教育棟の建設予定地には樹木⑳フェンス珍U字溝などの

施設が存在していたため、当初鼠調査区の予定を2つの調査区に分割して行うこととなった。そこで一

般教育棟の東側部分を温区、西側部分を2区鴇管理厚生棟を3区として調査を進めた。

調査にあたっては調査区相互の位置関係を明示するためにmmX鼠のm方眼のグリッドを設定した。グ

ノ　ノ　ー　上・’．：、′㌧－　ノ、：h′ノ．．′ノ　∴　　　　　　．，、　　　　　′′　　　　：＿　　　　′・′ノ　　　　ー・ノ

l　　二　二　　ノノ′‘′　′　′　　′　　　一　了　∴　　一　　ノ　　　　ノノ′∴、・′・：・－　′　　　ノ‘′、′＼′′　′，．∫　′

リッド杭の北東の面を崩∴－1のように表記したが、確認調査等により調査範囲が広がったことから邁∵

1列より南西方向はB′－2′のようにダッシュをつけて表記した。

表土の除去には重機を用い、各遺構面は作業員の手作業で発掘し、土砂の運搬にはべ誹／トコンベアを

使用した。発掘調査は層位的に行い鴇各遺構検出面ごとに遺構、遺物出土状況の実測図作成と写真撮影

を行った。遺構平面図の土層断面図は縮尺圭鋼を基本とし鞠必要に応じて一部信用縮尺図を作成した。

1－、－－



第1図　遺跡周辺地形図

（明治33年陸地測量部1／20，000地形図を1／25，000に縮小）
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出土遺物はグリッドごとに、層位別・遺構別に取り上げ、土器・木製品・石製品・金属製品等に分け

て台帳に登録した。

写真撮影は、4×5判（カラースライド・白黒）、6×7判（白黒）、35mm（カラースライド・白黒・

カラーネガ）の組み合わせで記録を行い、調査区全景写真および遺構写真は適宜高所作業車、ローリン

グ・タワーを使用して撮影した。

また調査にあたっては、1・3区からテフラ分析のための試料、3区から年代測定のための試料の採

取を行っており、その結果は65頁以降に掲載している。

第3節　調査の経過

小康杉本堀合坪遺跡の調査は先述のとおり、条里型水田の坪界線の検出を目的として始められた。当

初、二次調査の結果から3層での検出を想定していたが、表土除去中に再確認した結果、二次調査2区

で大畦畔とされた部分が自然流路の立上がりと判断できたことや水田土壌としては2層が適切と考えら

れたことから、2層上面での坪界線検出と水田耕作土を除去した面での2面の遺構検出に切り替えるこ

ととした。さらに、調査開始直後から近代以降の建築物や旧県立薬科大学の校舎の基礎などの控乱部分

が非常に多く、遺構面の乱れが著しいことから、調査区外にトレンチを入れ、坪界線を確認すること、

また2次調査時におけるシガラ状遺構の広がりを確認するために、1・3区で部分的ではあるが、下層

の平面調査を行うことも今回の調査に加えた。なお、体育館部分の調査は既存の体育館・図書館の解体

工事を待って、トレンチによる確認調査を4・5月に実施した。
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12月1日～16日　発掘資器材の搬入、作業員の雇用手続きなど現地調査の諸準備を行う。

12月19日～22日1区　重機による表土除去、集水桝の設置、排水溝掘削、安全フェンスの設置を行う。

二次調査2区を再掘削し、土層の検討を行う。これ以後、2層上面を対象として調査を

進める。2区　22日より重機による表土除去に入る。

12月26日～27日1区　排水溝掘削、法面の養生を行う。2区　重機による表土除去、集水桝の設置、

安全フェンスの設置を行う。

1月5日～6日　2区　重機による表土除去およびごみ捨て穴（空襲の跡の可能性あり）の掘削、排水

溝掘削、撹乱土の除去を行う。3区　重機による表土除去、集水桝の設置、安全フェン

スの設置を行う。

1月9日～13日1区　グリッド杭の設置。2区　重機による表土除去、法面・排水溝掘削、撹乱土の

除去を行う。3区　重機による表土除去を継続する。撹乱部分が非常に多く、調査対象

として残るのは島状に残るごく僅かな部分のみである。

1月17日～19日1区　排水溝の拡幅を行う。2区　手掘りによる撹乱土除去。3区　表土除去終了（17

日）。排水溝掘削の継続。安全フェンスの取り付け完了。

1月23日～27日1区　土層断面図、平面略測図の作成。2区　2層上面での遺構検出作業を始める。

幅5～10cm前後の浅い溝状の遺構が見つかる。3区　2層上面での遺構検出作業を行う。

1月30日～31日1区　土層断面図、平面略測図の作成を継続する。2区　遺構検出作業の継続と排水

溝の掘削を行う。3区　畦畔SK301検出。

2月1日～3日1区　土層断面実測の継続。2区　遺構検出作業の継続。3区　SK301の写真撮影、

実測を行う。

2月6日～10日　2区　SK201・202の検出。3区　SK301の解体、平面実測図の作成。

3区第2遺構面調査状況

調査区外トレンチ掘削状況

4－

3区第3遺構面調査状況

体育館建設予定地内トレンチ掘削状況



2月描日～膵目　2区　2層上面での遺構検出終了。全景写真◎遺構写真の撮影、平面実測図の作成を

行う。3区　2層の掘り下げを始め、下面での遺構検出作業に着手する。

2月2（旧～24日　2区　平面実測作業の継続。終了した部分から一部掘り下げを行う。3区　下面での

遺構検出作業を継続する。蓬「…7グリッド付近で畦畔状の高まり、その他の部分では幅

約2～封kmの溝状遺構を検出している。調査区外トレンチ　トレンチN正巨）8までを重

機で掘削する。

2月27日～28日　2区　2層の掘り下げを継続する。3区　溝状遺構の写真撮影、断面実測を行う。調

査区外トレンチ　手梶による掘削、写真撮影、断面実測図の作成を行う。

3月1日～4日　1区　2層上面の遺構検出及び、撹乱土除去。2区　2層の掘り下げ、一部下面での

遺構検出を開始する。3区　2層下面での全景写真、遺構写真の撮影を行う。調査区外

トレンチ　写真撮影、断面実測図の作成を継続し、終了した部分から埋戻しを行う。

3月6日～9日　1区　2層上面の遺構検出作業を継続するが、明瞭な遺構を確認できなかったため、

2層を掘り下げ、下面の遺構検出作業に入る。2区　2層下面の遺構検出作業を行うが、

3区と同様の溝状遺構が検出された。3区　平面実測を終了し、8日より泥炭層での遺

構を確認するための平面調査を開始した。調査区外トレンチ　写真撮影、断面実測図を

作成し、すべてのトレンチを埋戻し終了した。

3月13日～摘目　　区　2層を掘り下げ、下面の遺構検出作業を継続する。2区　遺構写真の撮影、平

面実測図の作成を行う。3区　9層上面での遺構検出作業を行うが、遺構の存在が確認

されなかったため、16日より下層の土層堆積状況を確認するため、重機による掘削を行う。

3月2（滑～25日　1区　2層下面の遺構検出作業を継続する。溝状遺構、ピット、土坑などを検出。遺

構精査を行い、遺構断面写真の撮影、断面実測図の作成を行う。また坪界線にあたると

考えられる位置からは畦畔状の盛り上がりと杭列を検出した。22日からは下層の遺構確

認のために3区と同様の平面調査を始め、9層上面での遺構検出及び土層断面図の作成

を行った。さらに西側部分の深掘りを行い、写真撮影と土層断面図を作成した。2区　平

面実測を24日までに終了し、遺物の取り上げ作業に入る。

3月27日～30日　1区　全景写真の撮影、遺構写真を撮影し、平面実測図の作成に入る。また深掘りし

た部分の埋戻し作業を行う。2区　遺物の取り上げを終え、すべての作業を終了した。

3区　28］に㈱古環境研究所によりテフラ分析のための試料及び年代測定のための試料

の採集が行われた。29日には下層調査部分を埋戻し、すべての作業を終了した。

4月4日～8日　1区　平面実測図および遺物の取り上げ作業を行う。杭の引き抜き作業のときに井戸

SE162を検出。

4月10日～15日　井戸枠内の覆土除去。平面実測図の作成を行う。

4月17日～21日　SE162の断面図の作成、遺物の取り上げ作業を行う。

4月24日　　　　井戸SE162を完掘し、写真撮影、埋戻しを行い、1区のすべての作業を終了した。

4月26日～28日　体育館確認トレンチ　旧体育館部分でT字型に2本のトレンチ設定し、重機による掘

削を行い、断面実測◎写真撮影を行う。28日までに埋戻しを終え、作業を終了した。

5月16日　　　　1～3区　建設工事開始までの安全対策として水中ポンプの設置を行う。

5月23日～25日　体育館確認トレンチ　旧図書館部分でトレンチ調査を実施した。25日までに埋戻しを

終え、全ての調査を終了した。

…」主…
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第且節　地理的環境

小康杉本堀合坪遺跡はJ R東海道線静岡駅の東約2．5kmの静岡市小康2丁目2番1号に所在してお

り、遺跡の南には静岡競輪場、三菱電機静岡製作所などがある。

遺跡の所在する静岡平野は、主に安倍川の堆積作用によって形成された沖積平野であり、西から北に

かけてアルカリ火山岩類からなる高草山◎賎機山◎竜爪山などの中起伏山地、東は丘陵性の有度山によっ

て囲まれ、南を駿河湾に開いている。静岡平野の西半部は浅間神社付近を扇頂とする安倍川扇状地が占

めているが、平野中の孤立丘である谷津山、八幡山によって東方への張り出しが規制されており、孤立

丘の両端や隙間沿いには北東～南東向きのいくつかの微高地が形成されている。これらの微高地と有度

山丘陵に挟まれた部分は南北に細長い大谷一池田一長沼低地となっており、安倍川とは水系を異にする

巴川沿いに形成されている平野北東部の巴川一麻機低地に連続している。小康杉本堀合坪遺跡は駿府城

付近から曲金◎小鹿を結ぶ曲金微高地（小康街道微高地）の南側縁辺に位置する。

第2節　歴史的環境

小康杉本堀合坪遺跡の所在する静岡市内の遺跡は静岡平野および平野縁辺の丘陵地にその多くが分布

している。

旧石器時代遺跡については宮川遺跡や大段I遺跡などでの出土が伝えられているが、その詳細は不明

である。縄文時代の遺跡は早期の宮川遺跡や中期の上ノ山遺跡などのほか、元宮川神明原遺跡で後期か

ら晩期にかけての土器◎石器◎木製品が出土している。さらに隣接する蛭田遺跡では縄文時代後期の屋

外炉や水晒し場などが検出されており、発掘調査による内容の解明も進みつつある。これらの時代の遺

跡は有度丘陵とその縁辺に多く認められる。

平野部に本格的に進出するのは弥生時代中期中葉以降のことであり、いずれも安倍川扇状地およびそ

こから延びる微高地に集落を営み、その周辺に広がる後背湿地で水田経営を行うという姿が浮かび上が

る。安倍川扇状地の扇央部には駿府城内遺跡、久能街道微高地には拠点的集落の一つと考えられる有東

遺跡（中期◎後期）があり、その支脈である富士見微高地には国指定特別史跡の登呂遺跡（後期）が位

置している。同様のあり方は他の微高地にも認められる。小黒微高地の小黒遺跡（後期）、墳丘が残存し

た方形周溝墓を検出した石田微高地の鷹ノ道遺跡（中期◎後期）、中田微高地の汐入遺跡（後期）、「曲金

式土器」の標式遺跡である曲金微高地の曲金A遺跡、またその支脈の微高地に位置する豊田遺跡（後期）

などをあげることができ、後期段階で遺跡数が著しく増加している。鷹ノ道遺跡でみられるように中期

の方形周溝墓群が廃絶された後、後期には水田が営まれるなど、中期から後期にかけて土地利用の変化

（可耕地の拡大）があったことが窺える。

古墳時代には前代と同様の立地に集落が形成されているようであり、継続して営まれる遺跡もある。

丘陵部の遺跡では古墳時代初頭に上ノ山遺跡で方形周溝墓◎円形周溝墓、宮川遺跡で円形周溝墓が確認

されている。谷津山1号墳（前方後円墳　全長110m）は静清平野最初期の古墳であり、小黒遺跡、豊田

遺跡など周辺遺跡との関連が考えられている。しかし中期段階では前代からの遺跡の多くは廃絶されて

おり、何らかの社会的な画期として当地域では捉えることができよう。後期には有度丘陵の全域にわたっ

て古墳が構築され、群構成を成している。池田一大谷低地に画する有度山北西側斜面では北から谷田古

－6－



第3回　周辺遺跡図
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墳群鴻池田山古墳群、小康古墳群鞠静岡大学構内古墳群読宮川古墳群、井庄段古墳群などが存在する。

これらに対し、同じ有度山丘陵には3支群からなる伊庄谷横穴群が構築されており、注目される。

歴史時代になると国指定史跡の片山廃寺が有度山北西麓に存在する。戦前からその存在は知られてお

ノ　　　　　　　　　　　　　、－　　、　　　　　　　　　　　．′　　　　　　、ノ′－　　1

面で内部に須弥壇を有する講堂と長太な僧房からなる奈良時代中期に創建された私寺として考えられて

♭箋る0また片山廃寺の南には宮川瓦窯跡がある。このうち、小段楓蕪は丘陵緩斜面末端近くの標離7m付

近に位置している0残存状況は良好ではないが、小規模な地上式の平窯で、出土した単弁蓮華抽象文を

つ軒丸瓦は片山廃寺に使用されている　のの一種であることから、片山廃寺に製品を供給していたと

考えられている0清泉寺窪地点は小段地点からさらに鋼m程東南に位置しており、発掘調査によって有

階有段式の　基の登窯とロス　ル式の平窯　基が検出されているが、灰原の検出からさらにl基の窯跡

が想定されている0平城宮第　期浮飢～閥年）の系統を引く均整唐草文をもつ軒平瓦が出土している。

また、遠江国分寺跡に類例を持つ均整S字文の軒平瓦が出土していることから、片山廃寺造営と遠江国

分寺との関連が推察されている。

当遺跡から北へ5kmほどの曲金北遺跡からは8個首半ば以降と考えられる古代東海道が検出されて

いる0道幅9第ほどで両側に幅　～　mの溝を　つ　ので、南西から北東方向にのびている。これは静

活平野における条里型地割の東西軸に一致してお　淘広域条盟の施工基準線になっていたと考えられる。

この古代東海道の西の延長上には曲金B遺跡（軍神社周辺）があり、井戸跡のほか奈良期の須恵器や平

瓦片が見つかっており㌦（三の一帯が有度郡街ないしは横田駅に比定されている。

、　　　　、′　・・∴ノ

遺　跡　名　　　　　 時　　 期　　　 種　別 遺　跡　名　　　　　 時　　 期　　　 種　別

25　　 女子商校遺跡　　　　 弥生（後）　　　　　 集　落i　 小鹿杉本堀合坪遺跡　　 平安～近世　　　　　　 集雄ヨ

2　　 小鹿蟹合坪遺跡　　　 古代～中世　　　　　　 水　田 26　　 有東遺跡　　　　　　 弥生仲機）、吉敷中世　 集の田

27　　鷹の遺遺跡　　　　　 弥生酔後）、古墳∴平安　 田の墓

28　　 両消防署内遺跡　　　 弥生、古墳　　　　　 集め旧

29　 中野櫓下遺跡　　　 弥生（後）　　　 －　集　落

30　　 登呂遺跡　　　　　　 弥生（後主古墳　　　 集や田

3ユ′　　天神森遺跡　　　　　 古酒　　　　　　　　 散布地

3　　 曲金北遺跡　　　　　 弥生伸）～平安　　　 道◎田

4　　 駿府城内遺跡　　 i弥生（中れ後）～中世　 集0墓

J　 駿府城　　　　　　　 中世～近世　　　　　 城　舘

ii 6 i谷津山古墳群　　　　 古墳つ藩主後）　　　 古　墳

i 7 i井上邸古墳　　　 古墳㈲　　　　 古 墳

8　　 愛宕山城　　　　　　　　　　　　　　　　 城　館 32　　水洗遺跡　　　　　　 弥生（後上古墳（前）　 集　落

ニ3ニ3　　下島遺跡　　　　　　 弥生、古墳　　　　　 散布地

34　　 汐入遺跡　　　　　　 弥生（後上古軋 中世　 集　落

35　　 元宮川神明原遺跡　　 縄文（後の晩）～中世　 築き祭

9　　 長沼古城（長沼釦　　 中世　　　　　　　　 城　館

H）　 茶臼山古墳　　　　　 古墳（後）　　　　　 古　墳

H　 巨木瓦窯跡　　　 古代　　　　　 古 窒

1－2　　 酋千代田遺跡　　　　 弥生（後）　　　　　 散布地 演　　 蛭田遺跡　　　　　　 縄文（後主古墳　　　 集　落

37　　 小康古墳群　　　　　 古墳（後）　　　　　 古　墳

38　　 静岡大学構内古墳群　 古墳（後）　　　　　 古　墳

39　　 片山遺跡　　　　　　 弥生（後主古墳、近世　 散の集

射ラ　　片山廃寺跡　　　　　 古代　　　　　　　　 寺　院

射　　 宮川（小段）遺跡　　 旧石器～中世　　　　 散の集

42　　 宮川古墳群　　　　　 古墳（後）　　　　　 古　墳

43　　 清泉寺窪瓦窯　　　　 古代　　　　　　　　 古　窯

44　　 清泉寺窪惰泉寺）遺跡　 縄文　　　　　　　　 散布地

45　　井庄段快正寺山遺跡　縄文、弥生　　　　　 散の集

46　　 井庄段（伊庄）古墳群　 古墳（後）　　　　　 古　墳

47　　 上ノ山遺跡　　　　　 縄文～古墳　　　　　 集0墓

B　　 曲金鉦遺跡　　　　　 古墳言騨℃　　　　　 集の官

摘　 ‾曲金A遺跡　　　　　 弥生（後主古墳　　　 集　落

15　　 三菱工場内遺跡　　　 古代　　　　　　　　 散布地

蟻　　　　　　　　　　　　 弥生　後主古墳　初　　 集雄j

持　　　　　　　　　　　　 弥生　後上古墳　初　　 集の旧

18　日湖山古墳群　　　 古墳㈲　　　　 古 墳

19　日湖山城　　　　 中世　　　　　 城 館

2r‖ 有明遺跡　　　　 弥生磯）　　　 集 落

21　　　　　　　　　　　 中世　　　　　　　　 城　館

22　　 稲川遺跡　　　　　　 平安　　　　　　　　 散布地

23 iケイセイ遺跡　　　　 古墳　　　　　　　　 集　落

恒 4　日欄汀 目遺跡　 ～古墳　　　　 散布地 ！
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＋〕三　∴二二∴「‾

小鹿杉本堀合坪遺跡の基本層序は1◎2次調査との整合性を持たせるために基本的に1◎2次調査の

基本上層を踏襲している。第4図は1⑳3区の下層調査時に入れたトレンチを基本に作成した。特に砂

とシルトの互層といった自然堆積層に関しては調査区の各部分でかなり状況が異なる点や繁雑になるの

を避ける点からある程度のまとまりとして捉えることとした。＝区と3区の土層をみる限り時期による

高低差はあるものの概ね対応する。ただし13～15層は3区のみでの確認であり、1区では砂とシルトが

薄く堆積しているだけである。

盛土

1区では旧県立静岡薬科大学のグランド用であり、下位には排水用に砂や砕石が敷かれ暗渠となっ

ていた。2　の　3区では旧県立静岡薬科大学の解体工事後に客土が盛られ、最終的に地盤改良として、

砕石が敷かれているという状況である。

層　囁灰色砂質粘土

旧表土と考えられる。砂⑳小礫を含んでいる。全体に砂質が強く、粘性は低いが良くしまっている。

撹乱が顕著であり、造成による削平をかなり受けている。

、′′芸　読生鵠工、∵′ニ：ト、＿

層厚は約20～3仮mで㌦粘性が強く良くしまっている。砂の混入が均質に認められる。部分的ではあ

るが、下位に砂の混入が顕著なまや砂が混入せずしまりの強い粘土が堆積する部分もある。建物の基

礎など撹乱部分が多い。2◎3区ではこの層の上面と下面において、＝区は下面で遺構確認を行った。

：蓬　り：／∴′、上道

灰色の中粒ないし粗粒の砂とやや明るい色調の灰色シルト（～細砂）との互層が基本であるが、粗

砂や小礫混じりの箇所も認められる。基本的には最上位で部分的に厚く堆積している箇所も見受けら

れた。また明瞭な撹拝痕跡は認められないが、この層の上位に堆積している砂には細かい粘土がブロッ

ク状に混入する部分があり、水田（2層）の下層土として考えられる。

超層　灰褐色シルト

やや粘性が強く、しまりがある。層厚は約10cmを計測するが、南に向かって厚さがわずかに増して

いる。3区では下位に炭酸鉄がブロック状に集積していた。

5層　黒色粗砂

非常に粗い粒子の砂で混入物はほとんど含まない。しまり◎粘性ともにない。特に1区での堆積は

顕著である。

6層　砂◎シル拒董層

やや粘性の強い灰色シルトと暗灰色細砂との互層である。中位から下位に堆積するシルトはさらに

粘性が強い。

7層　灰色粘土

色調の違いからaはやや褐色を呈すもの、bはやや明るい灰色のものとして分けた。両層ともに粘

性◎しまりは強く、aにはbの粘土がブロック状に混入している。bでは上層への巻き上げや炭酸鉄

が認められ、わずかに砂が含まれる。aを耕作土、bを下層土とすることができるかもしれない。

8層　黒色泥炭

植物遺体が残存している。粘性はあるが、しまりはやや弱い。混入物はほとんど認められない。層

厚は5～8cmである。

ll－1－一つ「…一一一一一一一一一



9層　暗褐色土

粘性、しまりともにやや欠ける。植物遺体、赤褐色粒子、小礫、砂を含む。1区での堆積が顕著で

ある。1・3区において、部分的ではあるが平面調査を行った。

10層　暗褐色礫混じり土

小礫を多量に含む。粘性は低く、しまりはやや

ある。下位に混入する礫がやや大きい傾向にある。

11層　砂礫

灰色粗砂をベースに小礫が混入している。ベー

スの粗砂はしまりが強い。

12層　灰色粗砂

11層のベースの粗砂に類似しており、しまりが

強い。上層にわずかだが、植物遺体が含まれてい

る。

13層　砂・シルト互層

中粒程度の砂と灰色ないしは褐色のシルトとの

互層で層厚約50cmを計測する。シルトの部分は

粘性に欠けるものの非常に強くしまっており、植

物遺体が認められる。砂の部分は粘性、しまりと

もにない。含水が多く、湧水が著しい。

14層　シルト・粘性シルト互層

灰色ないし褐灰色の粘性シルトと灰色シルトと

互層で層厚は約50cmを計測する。いずれの層も

非常に良くしまっており、ラミナが発達している。

15層　褐色シルト～細砂

漸移的に上位から下位にかけてシルトから細砂

へ粒子が変化している。しまりが強く、下位には

植物遺体が多く含まれている。

16層　灰色シルト・灰色粘性シルト互層

層厚20cmの中に各2層ずつ認められ、いずれ

もよくしまっている。植物遺体が多く残存してお

り、粘性シルト部分にはラミナが顕著である。

17層　灰色粘土

層厚約20～30cmを計測する。aは腐植土によ

るラミナが認められる層で、3区でのみ確認する

ことができた。bは非常に粘性、しまりが強く、

ラミナが認められ、植物遺体を含んでいる。粘土

の質はa，bともに類似している。

18層　灰色粘性シルト

粘性が非常に強いシルト層で、ラミナが発達し、

植物遺体を含んでいる。色調は18層と非常に似て

いる。

10－
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19層　黒色泥炭

粘性がやや低いが、よくしまった層で、層厚は5～8cmを計測する。植物遺体が多く認められる。

20層　褐色粘土

崗恒一十紋丁臭（）1∩′、m　え1喜局別「卜Z　　車上かト　1ま　れ　し　尋、）ア声仝ノ　J日1舶hルナ11＿　ノ　ータ、皐、、、
／日／∵才一Y仇／いJ U　　⊥UL⊥⊥⊥　CLロl　只　フ　′QJO　でL＝二L→　し／d、ソ　」、U V」フ上玉＼ヽ　イ比ノ＼γり　ふ　よこ′しこ′よレj0

21層　黒色泥炭

21層以下は3区での確認である。しまりは多少あるものの粘性がやや低い。粒子の細かい砂を多少

含んでいる。

22層　褐色粘土

色調および小礫の混入の度合いからa、bの2層に分けたが、両層ともに、しまり、粘性が強い。

aは小礫の混入が少なく、黄褐色の粒子を含んでいる。bはやや暗い色調を呈しており、小礫を含ん

でいる。

23層　灰色粘土

しまり、粘性ともに強い粘土で、混入物はほとんど認められない。

24層　暗褐色泥炭

上位から下位にかけて漸移的に明るい色調に変化する。質的な変化はほとんど認められず、粘性、

しまりともに強い。

25層　灰色粘土

やや暗い色調で、層厚は約10cmである。粘性、しまりともに強く、混入物は認められない。

26層　灰色砂

しまりが強い砂層で、上位から下位にかけて粒子が粗くなる傾向がある。
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第Ⅳ章　遺構と遺物

第且節　遺構

小康杉本堀合坪遺跡では2層上面、2層下面での遺構検出作業を行い、それぞれを第1遺構面、第2

遺構面とした。また一部ではあるが、1◎3区で9層上面での平面調査を行った。今回の調査では遺構

そのものの検出はなかったが、第2次調査時に杭列およびシガラ状遺構の検出が認められたことを考慮

して、第3遺構面とした。

1第且遺構面

2層の灰色砂混じり粘土層で検出した面で、水田遺構、溝状遺構を検出している。全体に撹乱が著し

く、検出状況は極めて悪い。

水間遺構（第5～7図　図版3－1～5）

2層を耕作土とした水田である。2層は第1次調査で行ったイネのプラント◎オパール分析で4．700

個／gという高い数値を示している。またこの層は調査区により多少状況は異なるものの遺跡全体に安

定的に堆積している層といえよう。先述したように調査区内は撹乱が多く、水田の全体的な様相をつか

まえることはできなかったが、比較的残りのよかった2区では、最大比高差25cmで、北東から南西への

傾斜が認められる。水田の時期については出土した灰柚陶器や山茶碗から10世紀前半から12世紀前半と

いう幅を持っていたと考えられるが、第2次調査時には近世の遺物も出土していることが報告されてお

り、さらに長期にわたって耕作していた可能性もある。2層中には下層のものと考えられる砂が混入し

ていたが、その砂は巻き上げ痕といったある特定の時期を示す状況ではなく、層中に均質に混入してい

る状態であり、永年にわたる耕作が行なわれていた結果として考えることができよう。この水田に伴う

畦畔は2◎3区で検出した東西方向のSK201◎203、両北方向のSK202◎203◎301であるが、坪界線で

はなく、坪内部の地割畦畔として捉えられるものである。静活平野に施工された広域条里の主軸方位か

らは2～30のずれがあるが、概ね踏襲したものと考えられよう。

SK20且（第5◎6図　図版3－3）

SK201はD－11、E－11◎12グリッドから検出した畦畔で、西側は調査区外となっている。検出長14．6

m，上端幅10～20cm、下端幅27～52cm、高さ約4cmを計測する。全体として西側の幅が狭く、東側の末端

で幅が広くなっている。E－12グリッドで切れており、水口を形成していた可能性が考えられる。主軸

方位はN－540－Eである。

SK202（第5◎6図　図版3－4）

SK202は2区の東端に位置する南北畦畔で主軸方位N－360－Wを計るが、F－12グリッド以北、EM

13グリッド以南では検出できなかった。また畦畔の東辺は排水溝によって切られており、全体が確認で

きたのはF－13グリッド付近のみである。検出長は11．4m、上端幅12～27cm、下端幅46～55cm、高さ4～5

cmを計測する。

SK203（第5◎　6図）

SK201から東に伸びる畦畔で、約40cmの間隔が開いている。検出長7。4m、東側は撹乱により切られて

おり、SK202との交差関係などは不明であった。上端幅46～54cm、下端幅78～90cm、高さは最も比高差

－12－



のある部分で約6cmを計る。主軸方位はSK201と同様N－54c－Eである。

S K204（第5・6図）

E－11グリッドで検出した南北方向の畦畔で、SK201とは交差せず、約8cm程の間隔をもっていた。

北側方向は途中で終息してしまい検出した長さは1．5mにすぎない。上端幅48～52cm、下端幅64～75cm、

高さは4～5cmを計測する。SK202とは主軸方位が同一であり、その間隔は約15．6mを計測する。

11　　　　　＋　　　　　12　　　　　　＋　　　　　13　　　　　十

＋ ＋

第5図　2区第1遺構面遺構全体図

－13－



SK3鋸（第7図　図版3－2）

3区F－4グリッドで検出した南北方向の畦畔である。北側は終息し、また南側は撹乱により切られ

ている。検出長3・短、上端幅ユ0～1鮫肌∴下端幅49～56cm、高さ約12cmを計測する。主軸方位はN－36。～

Wである。

満状遺構（第5図　図版3－2）

2層上面の溝状遺構で、全ての調査区から検出されている。全て東西方向で、主軸は概ねN…54～56。～

Eと先述した東西畦畔に類似する。幅10～30cm程で、長さは一定しておらず、最長のもので検出長生7m

である。深さは5～12cm程の浅いもので、覆土は全て1層の暗灰色砂質粘土である。第5図および図版

3に2区の検出状況を掲載したが、F◎G「二はグリッドおよび東西畦畔SK201◎203を挟んだ南側で顕

著であった。これについては畦畔の北側についても存在していたと考えられるが言目薬科大学の樹木の

根により荒れており、明瞭な溝としては検出できなかった。出土遺物がなく時期は限定できないが、S

K201上に形成されたものやSK203を切るものが存在していることから、2層水田よりも後出するもの

と考えたい。また性格についても馬鍬の痕跡なども考えられたが溝の幅◎間隔などから疑問があり、不

明とせざるを得なかった。

2　第2遺構薗（第8図＋区腰拍「㍉1◎7…l◎∈「㍉‖

水田耕作土である2層を除去することにより、水田の下層の状況を調べることを目的として行ったも

のである。ここでは井戸、土坑、溝状遺構、杭列、擬似畦畔などを検出した。当初想定していなかった

集落関連遺構を図らずも検出することになったが、先述したように永年耕作の結鼠　2層中では生活面

を特定することができなかった。

′　　了ノ

5監且62（第9図　図版5）

1区のH－15グリッドから検出した井戸である。径2．6mの円形の掘り方を持つ。掘り方は検出面から

約60cmまでは垂直に近く、それより下位はすり鉢状に掘り込むが形は均等ではなく、西側が緩やかであ

る。また検出面刊・2mほどから水溜めが設けられている。井戸側は北東寄りに組まれており、一辺約90

cm程の正方形を呈すと考えられるが、北辺は土圧により内側に倒れ込んでいる。宇野隆夫氏による分類

（宇野1982）掛野覿綻板組隅柱横桟どめに該当する。隅柱は長さⅢ2～1。28m、幅12。5～18。7。m、厚さ

700～7・9cmの角柱で、2段にポゾ穴を開けており、横桟の佳日はいわゆる包込ポゾで組まれている。桟

木は、径5ゆ0～5ゆ7mを計測する丸太材を用いている。縦板は2重ないし3重に打たれており、幅12～30

cm、厚さ2～4cmの割り材である。遺物の項で述べるように先端の加工から3種類に分類したが、用い

a′

SK201
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第6図＋2匹第鼠遺構薗蓋レベ讐ション図
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られた箇所との相関関係は認められなかった。井戸側は粘土を多く含む中粒砂を裏込めとして固定され

ている。水溜めには復元径50．3cmの曲物が用いられていた。V層以下が湧水層となっているが、特にVII

層は現在でも激しく水が湧き出しているため、井戸底は明らかにすることができなかった。井戸側から

は灰和陶器片、土師器片、曲物の底板、楔、糸巻貝、板状木製品、棒状木製品、桃の種などが出土した

が、土器片はいずれも小片であった。掘り方の裏込め内からは灰粕陶器、須恵器、木片などが出土して

いる。井戸の時期については掘り方内出土の遺物がより掘削時期に近いと考え、遺物から9世紀後半以

降としておきたい。
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土　坑

S FllO（第11図）

1区G－14グリッドに位置する。長径1J汀m、短径0．98m、深さ約14cmを計測する。底部は平坦ではな

く、浅いボウル状をなす。覆土は3層に分かれるが、1の灰色砂混じり粘土は砂をブロック状に含んで

おり、竪根が発達していた。遺物の出土はなく、時期の判断もできなかった。

S Fl鼠8（第10図　図版6－1）

1区北側のエー14グリッドから検出したものである。径1．85m、検出面からの深さ64cmである。検出面

から約40cmまでは緩やかに掘り込むが、それ以下はほぼ垂直で円筒状となる。覆土は7層に分かれるが、

1～5まで竪根が認められた。また5～7のシルトが堆積し、土坑が半分ほど埋まった段階で、石が多

量に出土している。石は熱を受けており、赤化あるいは煤の付着が顕著であった。覆土中には熱を受け

た痕跡が認められなかったことから、他所で加熱した石を投棄したものと考えられる。遺物は灰柚陶器、

土師器、陶器、山茶碗、砥石が出土している。このうち山茶碗は2層水田からの流れ込みの可能性が高

い。主体をなしていた灰粕陶器から10世紀後半代に位置づけておきたい。

S F丑20（第10図　図版6…2）

1区F－14グリッドに位置する。北東側の－“漕βは撹乱により上端を欠いているが、円形を呈すると考

えて良いであろう。残存部の径1．7m、検出面からの深さ約70cmを計測する。掘り方はほぼ垂直の円筒状

をなしており、底部も平坦である。覆土は6層に分層できるが、基本的に砂混じりの粘土であり、砂お

よび炭化物の混入の度合いによって分層したが、下層ほど砂の混入が少ない傾向にある。また1◎2層

中からは河原石が出土している。遺物は灰抽陶器、陶器、土師器、緑抽陶器が出土している。遺物から

一応10世紀代としておきたい。

S F13且（第10図　図版6－3　◎　4）

1区の南側F－16グリッドに位置する土坑であるが、南側は排水溝によって、北側は撹乱により、上

端を欠いており、下端から円形と判断した。残存部分の径1．5m、検出面からの深さは約55cmまで確認し

たが、湧水が激しく底に関しては正確さを欠いている可能性がある。覆土は全体を9つに分層したが、

上位の2層は他の土坑と同様に砂混じりの粘土であるが、3層以下は炭化物◎腐植土を多く含む土層で

ある。特に3層は黒色の炭化物からなる層と褐色の有機質からなる層とが互層をなしていた。また4層

中では、康化物からなる薄い層を包含し、6◎8層では腐植土が堆積している。遺物は灰抽陶器、陶器

といった土器のほか、杓子、匙状木製品、下駄などの木製品が出土している。年代は出土した灰寒由陶器

から11世紀前半に位置づけられよう。

S F132（第11図）

1区E－15グリッドから検出した土坑で、北東部分の上端を撹乱によって欠くが、円形を呈したもの

であろう。残存部の径約70cm、検出面からの深さは約18cmを計測する浅いものである。覆土は4層に分

かれるが、1～3まではしまりの強い砂混じりの粘土であるが、1には炭化物が多く含まれる。遺物は

灰柚椀の小片が出土したが、時期を決めることはできなかった。

S F135

F－16グリッドに位置する。径約65cmの不正円形を呈する。検出面からの深さは14cmで浅いボウル状

をなす。覆土はシルト混じりの砂でわずかに粘性を有す。遺物は灰抽椀の小片、木片を出土している。

S F147

1区F◎G－17グリッドに位置する。径約65cm、深さ8cmの円形を呈する。覆土は3層に分かれ、上

位2層は灰色砂混じり粘土、最下層は灰色粘土混じり砂である。遺物の出土は認められなかった。

S F151（第10囲）
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1　　SDlO1　　37　　SD209

＋ ＋ ＋　　　　　　　十　　　　　　　＋

第8回　第2遺構面遺構全体図

－17・18

＋　　　　　　＋　　　　　　＋

2　　SDlO2　　　38　　SD210

3　　SDlO3　　　39　　SD211

4　　SDlO4　　　40　　SD212

5　　SDlO5　　　41　SD213

＋　　6　SDlO6　42　SD214
7　　SDlO7　　　43　　SD215

8　　SDl12　　　44　　SD216

9　　SDl19　　　45　　SD217

10　　SD121　　46　　SD218

＋　11　SD122　　47　SD219
12　　SD123　　　48　　SD220

13　　SD124　　　49　　SD221

14　　SD125　　　50　　SD222

15　　SD126　　　51　SD223

十　16　SD127　　52　SD224
17　　SD128　　　53　　SD225

18　　SD129　　　54　　SD226

19　　SD130　　　55　　SD227

20　　SD136　　　56　　SD228

＋　　21　SD137　　57　SD229
22　　SD138　　　58　　SD230

23　　SD139　　　59　　SD231

24　　SD140　　　60　　SD232

25　　SD141　　61　SD233

＋　　26　SD142　　62　SD234

27　　SD145　　　63　　SD235

28　　SD148　　　64　　SD236

29　　SD149　　　65　　SD237

30　　SD153　　　66　　SD238

＋　　31　SD203　　67　　SD239

32　　SD204　　　68　　SD240

33　　SD205　　　69　　SD241

34　　SD206　　　70　　SD242

35　　SD207　　　71　SD243

＋　　　36　　SD208　　72　　SD244

73　　SD245

74　　SD246

75　　SD247

76　　SD248

77　　SD249

78　　SD250

79　　SD251

80　　SD252

81　SD253

82　　SD254

83　　SD255

84　　SD256

85　　SD257

86　　SD258

87　　SD260

88　　SD303

89　　SD304

90　　SD305

91　SD306

92　　SD307

93　　SD308

94　　SD309

95　　SD310

96　　SD311

97　　SD312

98　　SD313

99　　SD314

100　　SD315

101　SD316

102　　SD317

103　　SD318

104　　SD319

105　　SD320

106　　SD321

107　　SD322

108　　SD323

109　　SD324

110　　SD325

111　SD326

112　　SD327

113　　SD328

114　　SD329

115　　SD330

116　　SD331

117　　SD332

118　　SD333

119　　SD334

120　　SD335

121　SD336

122　　SD337

123　　SD338

124　　SD339

125　　SD340

126　　SD341

127　　SD342

128　　SD343

129　　SD344

130　　SD345

131　SD346

132　　SD347

133　　SD348

134　　SD349

135　　SD350

136　　SD351

137　　SD352

138　　SD353

139　　SD354

140　　SD355

141　SD356



】灰色粘土混じり中粒砂

Il灰色中粒砂

川灰色シルト

IV灰色中粒砂～細砂

V灰色細砂～中粒砂

Vl灰色シルト～細砂

Vll灰色細砂
L＝10．50m

＼＿＿、＿＿

Vll

第9図　井戸SE162実測図

－19－

1　時灰色粘土混じり中粒砂

2　　時灰色粘土混じり粘質砂

3－8時灰色粘土混じり中粒砂

トb暗灰色粘土混じり中粒砂

4－a暗灰色中粒砂

4－b噂灰色中粒砂

5　　時灰色粘土混じり中粒砂

0



L＝10．50m　　　　　　71褐色粘土

2　茶褐色粘土混じり砂

3　褐灰色粘土

4　褐灰色粘土混じり砂

5　灰色砂混じりシルト

6　灰色シルト

7　時灰色シルト

SF131　　　．才

、　　撹乱

L＝10・40m　1時灰色砂混じり粘土

2　時灰色砂混じり粘土（砂の混入多い）

3　褐色有機質土

4　灰色混じり粘土

5　灰色粘質シルト

6　褐色腐植土

7　褐色粘質砂

8　褐色腐植土（粘土ブロック含む）

9　灰色砂混じり粘土

卑
SF120

＼、

＼ ＿一一‥l　∴÷

／　　　　　．・

＝軋購m　　灰色砂混じ榊占土（砂の混入多い）

2　灰色砂混じり粘土

3　灰色砂混じり粘土（炭化物少ない）

4　灰色砂混じり粘土（炭化物やや多い）

5　明灰色砂混じり粘土

6　明灰色粘土

㌣
SF151

L＝10．50m　　　1時灰色砂混じり粘土

2　時灰色砂混じりシルト

3　時灰色砂混じり粘質シルト

4　灰褐色シルト

5　暗褐色腐植土

2m
i　－ll一一一一一…一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1－－－一・一1－▼一一一▼－＿－＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

票一：思　∴言ニ　∴al告‥　二三　：五五混昔
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SFllO

藩
L＝10．50ml　灰色砂混じり粘土（砂の混入多い）

2　灰色砂混じり粘土

3　砂礫混じり粘土

三l二「
L＝10．50m

灰色砂混じり粘土

明灰色砂混じり粘土

明灰色砂混じり粘土（砂の混入少ない）

灰色粘土混じり砂

60、慮 al

二くタノ－

L＝10．40m l　灰色砂混じり粘土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第11回　土坑SFllO・132・160実測図

1区北側のI－15グリッドから検出された土坑である。最大径1．1m、検出面からの深さ約65cmを計測

する。円筒状に掘り込んであるが、西側がより深い。覆土は5層に分かれ、上層は砂混じりの粘土、2

～4の中層はシルトが主体となって堆積している。下層の5には暗灰色腐植土が厚く堆積しており、同

層の上位から石が検出された。遺物は灰柚陶器、土師器を出土しているが、いずれも小片のため、時期

の特定はできなかった。

S F160（第11図）

1区の南東端E－15に位置するやや南側が膨らむ楕円形を呈する土坑である。南東側をSD129に切ら

れている。長径98cm、短径64cm、検出面からの深さ約10cmを計測する。覆土は灰色砂混じり粘土のみで

ある。河原石が粗雑に積まれたような状況で出土したが、最上位にあった石のピークが検出面よりも12

cmほど高いことから、本来2層中で形成された土坑と考えられる。遺物は中型の灰柚陶器碗を出土して

おり、10世紀末から11世紀前半に位置づけておきたい。

溝状遺構（第12～16・18図　図版6～8）

各調査区から検出されている溝状遺構で、合計で141条が確認された。また第11トレンチの調査でも断

面で溝状の落ち込みを確認しており、1区の北東を除く全域に広がっていた可能性が考えられる。各区

の内訳は1区30条、2区57条、3区54条である。しかし、調査範囲外となったり撹乱などによる破壊な

どから全容が分かるのは35条にすぎない。その内、最短のものはSD105の0．73m、最長のものはSD222

の15．09mである。しかし、SD229のように調査区外となっているが残存長20．5mを計測するものもあ

る。また幅も11～166cmと規模の差が大きく、平均では44cmとなる。また深さについては計測地点による

相違が大きく、一概にいうことはできないが、2～48cm、平均で10．6cmである。規模についての企画性

はあまりないと考えてよさそうである。

方位については東西方向が127条、南北方向が14条となっている。またSD208のように検出部分が短

く、便宜上南北方向としたが、東西方向に含めても良いものもあり、圧倒的に東西方向が卓越している。

溝の主軸方位についてはカーブするものなどもあり、正確な数値としては表現しにくいが、東西溝の方

向についてはN－300－EからN－82ローE、また南北方向もN－27。－WからN－86。－Wとなっており、

ばらつきが大きい。

覆土は遺構による相違はあるものの基本的には灰色砂混じり粘土と灰色粘土混じり砂からなっており、
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SD－228

1

1030m　　1　　2

≡≡≡≡皇女≡

SD242 SD244

SD225

SD219

g g

1040m1　2

ニ11一一＿－‾、フ　＿＿

灰色砂混じり半占土　　　1灰色砂混じり粘土

2　時灰色砂混じり♯占土

ト　　sD221

・三l∴一二〇
桓

SD232

CC

1030m l

直垂
1灰色砂混じり審占土
2　灰色砂混じり粘土

（砂多い）

ム

行う示1112　－

撃
1灰色砂混じり粘土

2　時灰色粘土混じり砂

SD248

d′　　　　　　　e e

lO　40m

l‾「ゝ一／／′－　‾llll＼・ノ1

灰色砂混じり♯占土
灰色砂混じり粘土

0　　　　　　　　　　　　　　1m

SD255

m1

茎遥

SD225

m’　　　　　　　n

lO　30m

≡∋∃

1灰色砂混じり粘土

2　時灰色半占土混じり砂

3　灰色砂混じり粘土

SD231

SD224－2
SD224－1

0　　　　　　　　　　　0’　　　　　p

正面品　2　1　　　　　1す‾面。
P

≡≡≡ヨこ塞王Z≡≡　　≡≡∋己等

SD233

q’　　　　　r

lO40m z l

灰色砂混じり粘土　　　1灰色砂混じり粘土　　　　　暗灰色砂混じり粘土　　　　喝灰色砂混じり粘土

2　時灰色砂混じり粘土

SD234

、」＝＝二二＝二＿
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、、1

＝仁王

＿．＿．　ノ　＼
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≧：‡茎≡

撹乱
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r

空室墓室≡

1灰色砂混じり粘土

2　灰色砂混じりギ占土（砂多い）

第13図　溝状遺構SD218～226・228～235・240～244・247～249実測図
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1灰色砂混じり粘土

2　昭灰色シルト混じり砂

SD249
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lO5両

≡≡≡享二二二二三≡≡

SD220
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灰色砂混じり粘土　　　　　灰色砂混じり粘土
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灰色砂混じり粘土

SD22911
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1030m1　2　3
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1灰色砂混じり粘土

2　時灰色シルト混じり砂

SD230
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1毯＝
1明灰色礫混じり♯占土

2　灰色砂混じり粘土

3　時灰色砂混じり半占土
SD231

y

l百‾元晶　13　2

y

≡≡∃三重妄≡≡≡

1灰色砂混じり粘土
2　灰色砂混じり粘土（砂・ブロック状）
3　明灰色砂混じり粘土
SD240
Z z

1020m
1　2

≡≡蛙≧
1灰色砂礫混じり粘土

2　灰色砂混じり粘土

SD241

A

1020m　1　　2

三三三±皇フ≡≡≡≡

1明灰色砂混じり半占土

2　灰色砂混じり粘土

SD243

B

lO20m31　2
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≡垂産声≡
1青灰色砂混じり宥占土

2　時灰色砂

3　時灰色粘土混じり砂
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享雲
灰色砂礫混じり粘土
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SD203

∂　　　　　　　a

10茎迄≡
1灰色砂混じり粘土
2　灰色粘土混じり砂

SD204－①
b

lO40m

≡1　二三二二二二二

灰色砂混じり粘土

SD204－②
C

10．40m

SD205

－　－1－＿一一「‾‾‾‾－L

SD204　灰色粘土混じり砂

SD205　灰色粘土混じり砂

SD206

d　　　　　　　一旦二

10．40m

灰色粘土混じり砂

SD209

e

2

窒≦主≡⊇要＝
1灰色砂混じり粘土

2　灰色粘土混じり砂

1m

乱

、ぐ　　　　SD207

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第14図　溝状遺構SD203～210・253・258実測図
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灰色砂混じり半占土
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SD322

111∴一二11

1　2

1灰褐色砂混じり粘土（砂多い）

2　灰褐色砂混じり粘土（砂少ない）

3　灰褐色砂混じり粘土

SD315

′

C　　　1　2　　　C

二二ノー1
1灰褐色砂混じり粘土

2　灰色申粒砂

。享〆

SD317　　　　　　　sD316

1　　2　　　　　　1　2
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1灰褐色砂混じり粘土

2　灰色中粒砂
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1灰褐色砂混じり粘土

2　灰色砂
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‾l‾÷∴李二三

灰色砂混じり粘土

SD318－②

」　1　2　　＿⊥

三‡二三二
‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　．

‾　‾

1灰褐色砂混じり粘土

2　灰褐色粘土

SD318－①

j　12　　j′

1箋意志讐
1灰褐色砂混じり粘土

2　灰色砂

0 1m

1灰褐色砂混じり土

2　灰色砂

3　灰褐色腐植土

f′

第鼠5閉　講状遺構SD3且2～32鼠◎355◎356実測図
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灰色砂混じり粘土

灰色粘土（しまり強い）

灰色粘土

時灰色粘土混じり砂

SD336

4　32　1」と

SD337　　　　　　　　　SD336

1灰色粘土　　　　1灰色砂混じり粘土

2　灰色砂混じり粘土　2　灰色砂混じり粘土（砂多い）

3　灰色粘土混じり砂　3　灰色砂混じり粘土（しまり強い）

4　灰色粘土混じり砂

第五6図　滴状遺構Sり335～338実測図
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SD335

茎基表豪
灰色砂混じり粘土

灰色砂混じり粘土（砂多い）

灰色砂混じり粘土（しまり強い）

灰色砂

灰色粘土混じり砂

0 1m



表2　溝状遺構計測表

番 一号 遺 構 名 区 グ リ ッ ド 長 さ （111） 幅 （lTl） 深 さ （c n l） ∴再 油カイ立 覆　　　　 土 遺　　　 物 挿 川

1 S L 「 10 1 1 I－「 13 （（）．4 3 ） 0 ∴う6 （） N 6 け、I三 ⑦ 灰 色 砂 混 じ り粘土

2 S D 一一10 2 l H 一一13 （6 ．7 0 ） 1 ．1 （〕 9 N 6 作 E ① 灰 色 砂 混 じ り粘土

りJ S I：）－ム10 3 1 I「 l：う （5 ．5 ：う） 0 ．8 2 6 N 5 5 、E ⑦ 灰 色 砂 混 じ 男粘土　 ② 灰 色 粘 土 混 じ 叫 戦 砂

4 S I＿）－1（）4 1 1－－「 13 （6 ．を）（）） （）．4 8 ！ N 6 （）、I＿三 ② 灰 色 砂 混 じ り粧 上　 ② 灰 色 粧 上混 じ り砂

こ） S I＿） 10 5 1 H 1 3 （）．7 3 0 ．17 4 N 6 5　E ② 灰 色 砂 混 じ 男 紅 上

6 S I）一一一1（16 1 G ・fi 一一13 （：．掴 ） 0 ．5 （） （う N 5 げ E ① 晴 灰 色 粘 質 砂 混 じ り粘 土

／ S D －10 7 1 G ・ ト 1：弓・1 4 （6 ．0 二〕） 0 ．4 2 1 7 N 6 5 ‾E
① 灰 色 砂 混 じ り粘土　 ② 灰 色 砂 混 じ り粘 土 （砂 多 い）

⑧ 灰 色 粘 土 混 じ り砂

8 S D －1 12 1 f十 1：う・1 4 2 ！う（‾） 0 ．4 日 つJ N （姉 、E ① 灰 色 粘 土 混 じ り砂　 ② 腑 灰 色 維 持砂

9 S D 一一一1 19 1 ト′1 6 2 ．2 0 0 ．2 7 ／ N 5 ：うI三 ① 灰 餌 沙混 じ り粧 1二

1 0 S D Am′＿12 1 1 F 一一1 4 1 ．4 8 0 ．2 9 1 0 N 5 6 E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 1 2

1 1 S D －12 2 1 F ′〃1 5 （3 ．0 （り 0 ．5 0 8 N 6 0 、E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 砂 混 じ り粘 土 （砂 多 い）

1 2 S I）－12 3 l F 一一一1 5 2 ．2 1 0 ．2 8 8 N 6 0 ．ニE ① 灰 色 粘 土　 ② 灰色 砂 混 じ り粘 土

1 3 S I．）－12 4 1 F －1 4 ・15 こ1 ．4 1 0 ．2 8 8 N 5 こう、E ① 灰 色 砂 混 じ 叫 出 二　 ② 灰 色 砂 混 じ 男 精子 l ！

1 4 S I）′12 5 1 F l 車 15 （7 ．6 6 ） 0 ．5 0 6 N 5 ：うハI三 ① 灰 色 砂 混 じ 欄 i土　 ② 灰 色 砂 混 じ り粧 i二（砂 多 い） 1 2

1 5 S D 一一一12 6 1 E ・F 一一1 4／F －1 5 （5 ．3 8 ） 0 ．6 0 1 2 N 5 8 くノE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 粘 土 混 じ り砂 12

1 6 S D 一一一12 7 1 F v′”1 5 2 ．2 0 0 ．2 2 ○ N 6 0 CjE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 12

1 7 S D －12 8 1 E 一一一1 4 ・15 （3 ．6 7 ） 0 ．5 7 こ〕 N 5 5 ．‾、E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 12

18 S I〕 12 9 l E －1 5 （5 ．7 7 ） 0 ∴34 6 N 5 7 ミニE Q ．）灰 色 砂 混 じ 射 出 二 木 片 12

19 S D 13 0 1 E ′1 5 （6 ．8 0 ） 1 ．6 6 1 6 N 6 5 ′E
① 灰 色 砂 混 じ 男粘土　 ② 灰 色 粘 土混 じ り申 防 沙

③ 灰 色 粘 土 混 じ り「欄 砂 （粘土 ブ ロ ッ ク混 入 ）
12

20 S D －13 6 1 F w′1 6 （3 ．8 1 ） 0 ．4 3 1 1 N 5 7 こニE
① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 砂 混 じ り粘 土 （砂 多 い ）

③ 灰 色 中 粒砂

2 1 S r ） 13 7 1 F 一一一1 6 （2 ．0 ：う） 0 ．4 1 7 N 5 5 こE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 中 和 動 領 土 ブ ロ ッ ク混 入 ）

22 S I）一一1：38 1 F 1 5 ・16 2 ．2 （i （）．2 7 1∠1 N 6 0 ′E ① 灰 色 砂 混 じり粧 i二　 ② 灰 色 小 粒 砂　 ③ 灰 色 シ ル ト

23 S I）－13 9 1 （； 15 ・1 6 り　つつJ∴、JJ O ∴引′） 1 1 N 5 ㌢ E

】

① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 砂 混 じ り粘 土 （砂 多 い ）

③ 灰 色 小 粒砂 （粘 土 ブ ロ ッ ク混 入 ）

24 S D w－14 0 1 G －1 5 ・1 6 1 ．80 0 ．2 6 1 1 N 5 5 。E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 （砂 少 な い ） ② 灰 色 砂 混 じ り粘 土

25 S D 一一14 ＿1 1 （i 15 3 ！う6 日．4 5 7 N 6 作 E ① 灰 色 砂 混 じ 男 粘土 （粘性 強 い ） ② 灰 色 砂 混 じ 畑粘土

26 S I） 14 2 1 （＿ユー15 （3 ．74 ） （）．5 0 （） N 5 7 ．E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 砂 混 じ 欄 f＿川 少多い ）

27 S D －1 4 5 1 F A1 6 1 ．29 0 ∴う5 1（、） N 5 7 l．E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土

28 S D －1 4 8 1 G －ムー1 5 ・1 6 （1 ．5 8 ） 0 ．1 1 6 N 6 3くンE
① 灰 色砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 粘 土 混 じ り中粒 砂

③ 灰 色砂 混 じ り粘 土　 ④ 灰 色 シ ル ト

l

29 S D 一一一一1 4 9 1 （i －16 2 ．4 1 0 ．1＿2 6 N 5 Oノ′E ① 灰 色砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 砂 混 じ　 紆 上（砂 多 い ）

：30 S I）′′1 5 3 1 F 一一1 6 （0 ．5 5 ） 0 ．4 5 1こう N 6 2 、ノE ① 灰 色砂 混 じ り粘 土

3 1 S I）′2 0 3 2 F ′′1 1 2 ．7 （） 0 ∴う5 9 N 5 鮮 E ① 灰色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 粧 し二混 じ り砂 14

3 2 S D －2 0 4 2 F ・G －1 1 （8 ．9 9 ） 0 ．3 7 9 N 5 （r E ① 灰 色砂 混 じ り粘 土 14

3 3 S D －2 0 5 2 F －1 1 L 7 7 0 ．1 7 つ
、）

N 5 0ぐ、E ① 灰 色粘 土混 じ り中 拉 砂 14

3 4 S D ノー2 0 6 2 F v－1 1 2 ．5 2 0 ．3 4 7 N 5 1．′′E ① 灰 色粘 土混 じ り砂 l‘4

3 5 S D ′′2 0 7 2 F ・G 一一1 1 ／G ′12 （14 ．6 こう） 0 ．4 5 16 N 5 r E ① 灰 色砂 混 じ り粘 土 ‖

3 6 S D A一一2 0 8 2 F 一一1 1 （2 ．2 5 ） 0 ．3 8 12 N 8 2L E ① 灰 色砂 混 じ り粘 土 l∠1

3 7 S D 一一2 0 9 2 G Y”・－1 1 ・12 3 ．3 0 0 ．6 8 5 N 5 5 ニE ① 灰 色砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 粘 土 混 じ り砂 14

3 8 S D －ムーー2 1 0 2 F －1 い12 ／G －12 （14 ．6 2） 0 ．4 8 9 N 5 8。E ① 灰色 砂 混 じ り粘 土　 ② 灰 色 粘 土 混 じ り砂 14

3 9 S I〕一一一2 1 1 2 F 一一一1 1 （1 ．56 ） 0 ．5 1 10 N 5 5′E ① 暗灰 色 粘 土 混 じ り砂

4 O S I）〝2 1 2 2 E ・F －1 1 （2 ．77 ） 0 ．2 6 4 N 5 作 E ① 暗灰 色 粘 土 混 じ り砂

4 1 S D 一一2 13 2 E －11 ！ト 1 ト12 （6 ．90 ） 0 ．2 8 9 N 4 5CノE ① 青灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 明 灰 色 砂 混 じ り粘 土

4 2 S D －2 14 2 F …1 1 ・1 2 9 ．47 1 ．0 6 2 N 4 9”E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土

4 3 S D …2 15 2 E 一日 ・12 ．．．／F －12 （1 4 ．0 ） 0 ．7 2 rJ N 5 2rノE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 暗 灰 色 粘 土 混 じ り砂

4 4 S D 一一2 16 2 F 一一12 2 ．73 0 ．3 0 つJ N 5 5くJE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土

4 5 S D 一一一2 1 7 2 F 一一一12 （1 ．79 ） 0 ∴；0 16 N 5 5 E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土

4 6 S D －2 18 2． F ′M′12 1 ．9 0 0 ，44 9 N 5 5。E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 1：う

4 7 S D …2 19 2 E －12 1 ．9 3 0 ．2 1 6 N 6 3。E ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 暗 灰 色砂 混 じ り粘 土 1こう

4 8 S D 一一2 20 2 E ・F －12 2 ．19 0 ．2 1 6 N 5 5CJE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土 1こう

4 9 S D 一一一2 2 1 2 E 〝〝12 2 ．6 0 0 ．2こう こ‾）

17

N 5 7′′E ① 灰 色 砂 混 じ り姓 土 1：う

5 0 S D Y”2 22 2 D －1 1／E －1い 12 1 5 ．0 9 0 ．9 2 N 58 ノE
① 灰 色 砂 混 じ り紅 土　 ② 晴 灰 色砂 混 じ i欄 i土

③ 暗 灰 色 粘 土 混 じ り砂
1：う

5 1 S D －2 23 2 E －12 3 ．2 3 0 ．18 4 N 60 ニE ① 暗 灰 色 砂 混 じ り粘 土 1 ：う

5 2

5 3

S D 一一一2 24 2 D ・〝′1 1．！E －1い 12 9 ．3 8 0 ．4 0 1（〕

／

N 58 CノE ① 灰 色 砂 混 じ り粘 土　 ② 暗灰 色 砂 混 じ り粘 土 1 3

S I＿）一一一22 5 2 E －12 （5 ．2 7 ） 0 ．2 （） N 55 ノ′E ⑦ 灰 色 砂 混 じ り粘 土 1！；

－28－



番号 遺 構 名 区 グ リ ッ ド 長 さ （111） 幅 （111） 深 さ（c m ） 主軸 方 位 覆　　　　 土 遺　　　 物 挿 図

ふj S I） 2 26 リ I）＝！E ll ・12 1（）．7 2 日．（う8 l Li N 6 6　E
②灰色粘土　 ②灰色砂混 じり粘土

③棉灰色砂混 じり粘土　 ④晴灰色粘土混 じり砂 1：3

王） S I） 2 2 7 2 i ） 1 1 1 ．40 0 ．18 〔） N 7 7 I三 ① 灰色砂混 じり粘土

5 6 S D　 2 2 8 2 D 一一一1 1 （4 ．6 5 ） 0 ∴〕（う 1 1 N 7 ㌢ E ① 暗灰色砂混 じり粘土　 ②黒色粘土混 じり砂 13

‘） ハ　1、∵ 1　′‾T 　ヽT　‾’r‾－一　丁′ヽtノ1 しつ　⊥ノ　　ここ、ノ U．U J 1 ／ 1J

5 8 S l） 2 ：川 リ I．） 1 1 ・1 2 ！「㈱ 日．6 2 ／ N 6こう l三
⑤ 明灰色轢混 じり粘土　 ②灰色砂混 じり粘 土

③晴灰色砂混 じり粘土 1 3

5〔） S i、） 2：jl ソ I） 12 （3 ．7 4 ） 0 ．5 2 8 N 6 7 ’E
①灰色砂混 じり粘 土　 ② 灰色砂混 じり粘土 （妙ブ ロック

状） ③ 明灰色砂混 じり粘土
1 3

6 0 S I‾）一一一2 3 2 ‘） D ・E 一一一1 1 （2 ．0 8 ） 0 ．3 （．） 1 3 N 6 二〕‾E ①灰色砂混 じり粘土　 ② 灰色砂混 じり粘土 （砂多い） 灰柚 碗 、灰 柚 皿 1 3

6 1 S I：） 2：う：う 2 I）－12！′E 一一12 ・1：う （16 ．2 5 ） 0 ∴31 8 N 5 6 ．′、E ①灰色砂混 じり粘土　 ②灰 色砂混 じり粘土 （砂多い） 1：〕

6 2 S I＿） 2：う∠1 ‘ノ I．）・I三 12 （〔）．8：う） 0 ．5 5 9 N 6 6 、、E ①灰色砂混 じり粘土 1：う

6：ま S I） 2：35 2 E －1：う （1 ∴う：う） 0 ．5 5 ／ N 6 5 、E ①灰色砂混 じり粘土　 ②暗灰色 シル ト混 じり砂 13

6 4 S D　 2 二36 2 I）一一1こう （4．5（〕） 0 ．33 1 1 N 6 0 、E ①灰色砂混じ り粘土 （砂ブロ ック状）

6 5 S I）一一一2：う7 2 I＿）－13 （4 ∴う2） 0．2 8 つJ N 5 3 、．E ① 灰色砂混 じり粘土　 ②灰色粘土混 じり中粒砂

6 6 S I）－2 3 8 2 C ′12・l3．．！I）1：3他 （1 5 ．4 8 ） 1 ．5 6 こ〕 N 5 5 E ①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色粘土混 じり砂
灰 抽碗 、縁 抽陶 器

土 師器 婆

67 S I：）－2 3 9 2 I）－1こう・1 4 （15 ．4・8 ） （、）∴う4 15 N 58 E
①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色砂混 じり粘土 （砂少ない）

③灰色砂混 じり中粒砂

6 8 S I）一一一2 40 2 D 一一1 1 （2 ．3 3 ） 0 ．2 4 7 N 7 3 ご‾．E ①灰色砂礫混 じり粘土　 ②灰色砂混じ り粘土 1 3

6 9 S I〕一一2 4 1 2 C －l lr！I〕一一一1い 12 （5 ．4 3 ） 0 ．5 2 6 N 7 6 ノノE ①明灰色砂轢混 じり粘土　 ② 灰色砂混 じり粘土 灰粕 碗 1 3

7 0 S I） 2 ‘42 2 C ・I＿） 1 1 （2 ．9 日） 0 ∴う8 1 2 N 2 8 ‘＼Ⅴ ①灰色砂礫混 じり粘土 1：3

7 1 S I）′24 ：う 2 C l l （0 ．88 ） 0 ．3 ：う 1（） N 7 J E
①肯灰色砂混 じり粘 土　 ②暗灰色砂

③暗灰色粘土混 じ り砂 1 3

7 2 S D 一一2 4 4 2 C －ん11 ・12！D －1 1 （9 ．2 0 ＿） 0 ．4 3 1 0 N 3 8 。W ① 灰色砂 混 じり粘土 13

7 3 S I＿） 2 4 5 2 C 、ノー12 1 ．（）7 0 ．4 8 8 N 6 （）．V′E
① 灰色砂 混じり粘土

②暗灰色 シル ト質砂 （粘土 ブロック含 む）

74 S I） 2 4 6 2 C ・I）－1 2 （5 ．2 ：う） （‾）．4 8 17 N 63 、ノE ①灰色粘土　 ②灰色砂混 じり粘土

75 S D 一一一2 4 7 2 E 一一一1 1 ・12 （2 ．2 4 ） 0 ．6 2 11 N 5 8 ノンE ①灰色砂混 じり粘土 1 3

76

l

S I）－2 4 8 2 E 一一′1ト 12 （1 ．1 5 ） 0 ．2 8 「○ N 6 0 くノE ①灰色砂混 じり粘土 1 3

7 7 S D 一一2 49 2 匪 1 3 （0 ．7 4 ） 0 ．2 6 9 N 3 3 。W ①灰色砂混 じり粘土 1 3

7 8 S I） 25 0 2 C －12 ・13 ！I）一一日 （3 ．6 7 ） （0 ．2 2 ） 1 4 N 5 5 ′．E
①灰色砂混 じり粘土　 ② 灰色 砂混 じり粘土 （粘性強い）

③灰色粘土混 じり中粒砂

7 9 S I＿）－2 5 1 2 C 12 （7 ．04 ） 2 ∴3 5 1 （‾） N 3 けニE
①灰色粘土　 ②灰 色砂混 じ り粘土　 ③暗灰色粘土混 じり

砂

灰柚碗 、灰柚董

陶器碧 、加工木片

8 0 S D －2 5 2 2 C －′12 （1 ．4 5 ） （0 ．26 ） 4 N 6 2 ここE ① 灰色砂混 じり粘土　 ②暗灰色 シル ト質砂

8 1 S I） 2 5 ：う 2 （．；一一1い 1 2 （3 ．3 8 ） （（‾）．32 ） 10 N 5 5C E ①灰 色粘土混 じり砂 14

8 2 S I：） 2 5 4 2 F 1 2 （1 ．川）） （）．17 8 N 60 －I三 ①砂混 じ り灰色粘土　 ②暗灰色砂

8：3 S I）一一一2 5 5 2 1）一一11 （1 ．19 ） 0 ．2 g ！） N 75 。E
①灰色砂混 じり粘土　 ②暗灰色粘土混 じり砂

③灰色砂混 じり粘土 （砂 多い） 1：う

8 4 S D －2 56 2 F －1 2 1 ．4 3 0 ．3 3 4 N 4 0 ウW ①灰色砂混 じり粘土

8 5 S D ′2 5 7 2 E －み12 （0 ．3 7 ） 0 ∴う0 3 N 8 2 くJE ①灰色砂混 じり粘土

8 6 S I）－25 8 2 （．；－1 2 （0 ．3 8 ） 0 ．4 9 9 N 3 0 フW ①灰色砂混 じり粘土 14

8 7 S Iノ） 26 （） 2 E －1 1 （2 ．9 4 ） 0 ．5 3 4 N 5 O CJW ①青灰色砂混 じり粘土

8 8 S D 一一二30 3 つJ
D 〝′8 （1 ．93 ） 0 ．4 8 4 8 N 5 9 ′ニE ①灰色粘土

8 9 S D －3 0 4 ′1J I）－8 （2．02 ） 0 ．49 18 N 2 7 。W ①灰色粘土　 ②灰色砂混 じり粘土　 ③灰色粘土混 じり砂

9 0 S D 〝3 0 5 つ
し）

I）W′8 （2．5 0 ） 0 ．30 14 N 6 0 CE ①灰色砂混じ り粘土

9 1 S I〕一一一3（‾）6 つJ
E 一一7・8 （8．7 0 ） 0 ．3 5 9 N 5 2 ′ニE ① 灰色粘土　 ②灰色粘土混 じり中粒砂

92 S D 一一一二30 7 3 F AW6 ／（i－6・7 1 2 ．2 2 0 ．4 5 2 2 N 55 rJE
①灰 色砂混 じ り粘土　 ②灰色砂混 じり粘土（砂少 ない）

③灰色粘土混 じり中粒砂

9 3 S D 一一3 08 3 F －6 ／G －6 ・7 （13 ．5 3 ） 0 ．4 7 2 4 N 53 。E ①灰色粘土　 ②灰色砂混 じり粘十　 ③ 灰色粘 土混 じり砂 山茶碗

9 4 S D －〝′30 9 つJ G －7 （1 ．2 0 ） 0 ．4 4 1 7 N 72 CE
①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色砂混 じり粘土 （砂少ない）

③灰色粘土混 じり中粒砂

9 5 S I〕 3 1（） つ
、）

（ユー一一6・7 （4 ．7 2 ） （）．4 4 2 2 N 5 9 ‘－E
①灰色砂混 じり粘土　 ② 灰色粘 土

③灰色粘土混 じり中粒砂

9 6 S D 一一3 1 1 りJ （ユー7 （3 ．28 ） 0 ．4 3 1 9 N 3 5 。W ①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色砂混 じり中粒砂

9 7 S D ′ル3 1 2 つJ
G イト 6 （3 ．23 ） 0 ．4 5 4 N 6 2 CE ①灰色砂 1 5

98 S I）一一3 1 3 3 （i ・H －6 （2 ．8 1） 0 ．49 2 2 N 5 7 く1E ①灰褐色砂混じ り粘土　 ②灰色砂　 ③灰褐色腐植土 1 5

99 S D　 3 1 4 ′）
、‾）

Iハ「 6 （3．2 5 ） 0 ．4O 17 N 6 8 つE ① 灰褐色 砂混 じ り粘土　 ②灰色 ［和防砂 1 5

1 （′用 S I）－3 15 ′1
。）

H ′6 （3．2 4 ） （）．5 9 7 N 56 、ニE
①灰褐色砂 混 じり粘土　 ②灰色 中粒砂（粘土 ブロック混

入）
1 5

1 0 1 S D －3 16 3 H －6 （1 ．8 7 ） 0 ．4 4 14 N 6 0 ニ　E
①灰褐色砂混 じり粘土　 ②灰色 中粒砂 （粘土 ブロック混

入） 15
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番 号 遺 構 名 区 グ リッ ド 長 さ（171 ） 幅 （1′11 ） 深 さ（c m ） 主軸「方位 覆　　　　 土 遺　　　 物
「 舶 －

1日2 S I ） 3 17 ′1J 1－1 6 （2 ．18 ） り」だ †∴ N 5 8 、1－1：
領 融 胱 融 混 い 璃 汗 ん　②灰 色中程雄射精 「ノ、’し－トソク混

入）
15

l（）こう S I＿） 3 1 8 ′）J
H　 6 （．洪）） り．4 8 1 2 N 4 2 1へノア 甘灰褐色砂混 じ欄 杜 （彰灰褐色紅 i二 ユう

10 4 S D 一一3 1 〔） ‘）
、）

G －6 （1．0の 軋 2 U 9 N 6 3 、I三 ②灰 色砂混 じり軋 ［二
l

1 5

10 5 S I．） ：3封：） りJ
（＿； 6 日 ．9 2 ） 0 」 9 2 N 4 5 、E ⑦灰色砂混 い璃 吊 二 1 5

10 6 S I‾．） ：ニ12 1 つ
l）

（；－（う （l．9 5 ） 0 ∴う：う ／ N （清　 E （、1〕灰色砂混 じ年粘 上 1 5

1 0 7 S I．） 3 2 2 りJ ‖　 6 （1．4 7 ） 0 ．！拍 1 4 N 5 9 I三
彿灰褐色砂混ぶ り粧 ＝砂 多い） せ恢 給餌 魂 星川 粘土

（砂 少ない） 令状 褐色砂混 じ「欄日二
15

1 （‾）8 S I〕－3 2：う つJ
G 一一7 （O ．9 6 ） 0 ．4 O 1 l N 倶r E ⑦灰 色砂混 じり粘土　 ②灰色中粒妙 （粘土 ブロック混入）

1 0 9 S D　 3 24 り
。）

G －〝て （0 ∴36 ） 0 ．5 4 17 N 6 6 、E ① 灰色粘 土混 じり小粒砂

1 1（） S I：） 3 25 －1
、）

F －7 （（）．（）8） （）∴う8 17 N 5 4 、Iノミ
① 灰色砂混 じり粘土　 ②灰色砂混 じ叫 Ii土

②灰 色砂混 じり対日二

l 1 1 S i：）－32 6 ：3 ト 7 （2 ．4（り 0 ．2（‾） 1 1 N 五r E ①灰色砂混 じ棉 Ii土　 ②灰色粘土混 じり砂

1 12 S D －3 2 7 ′）
、〕

F一・一7 （3．10 ） 0 ．65 1 5

l

N 5　‾、E
①灰色粘 土津占性強 い） ②灰色 粘土

③灰色砂混 じり粘土　 ④灰色粘 土混 じ り砂

I

1 1こう S D　 3 2 8 りt）
F －7 ・8 （2 ．6 2 ） （（う∴う1） l∠ま N 5 甘’E ⑦灰色砂混 じ畑粘土　 ② 灰色中粒砂 （粘 土ブ ロック混入）

1日 S I） ：32 9
片

F －7 ・8 （2 ．4 （り （．）∴38 1 日 N かr E 0 〕暗灰色粘土混 じり砂

1 15 S I′．）－：一日 0 E ・ト 8 （2．2 6 ） 0 ．5 2 （） N 5 作 E ①灰色砂混 じり粘土

1 16 S D　 3 ：jl つ
J

E 一一一8 （1．9 7 ） （）∴う1 9 N 5 0 E ①灰色粧 t二混じ り中粒砂　 ②灰色榊 立砂

11 7 S I〕ム′3：32 3 G ′－6 （0 ．9 2 ）

！ ＝ 5

2 1＿
I

i N 6 7 ′E ①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色中粒砂

③灰色砂混じ り粘土 （粘性強い）

11 8 S I）∴う二一日 ‘jJ

ト

は 」の （）．4 5 2：う N 髭r E

①灰色砂混じ男精⊥　 ②灰色紅 上二混 じ年中粒砂

⑧灰色砂混 じ　 粧 i二（ラ ミナあ り） （令灰色砂 混じ 現出 二

胤 性掛 う　 ⑤灰色砂混 じり粘 土（砂少 ない）

11 9 S D ′3 34 r）
、〕

F 一一4 2 ．48 0 ．4 3 7 N 5 4 ‾E ① 灰色粘 土

1 2 0 S I）一一ココ5 ′）
、〕

F 一一4 （7 ．70 ） 0 ．6 0 2 6 N 48 ノE

① 灰色砂混 じり粘土　 ②灰色砂混 じり粘土（砂多い）

③ 灰色砂混 じり粘土　 ④灰色中和 沙

⑤灰色粘」二混 じり砂

1 6

ユ2 l S I） ：㍑6 リJ F ・（＿＿；4 （4∴う：う） （ト紺 17 N 5（j．．E
①灰色砂混 じり粧 上　 ②灰色砂混 じり粘土（砂多い）

卓）灰色砂混 じり粘土 （しま単品亘） ㊨ 灰色粘土混 じり砂
1 6

「 22 I S I） ：；こう7 ′〕l つ
F ・（：；′′ま （Ⅲ つ 0．52

i

i 用

I
巨 5 3 で′E ⑦灰色粘土　 ②灰色砂混 じり粘土

③灰色粘土混 じり砂　　　　　　　　　 ！ i 16 1

12 ：う S L 「※溝 つJ F の（；4 （3．8 8 ） 0 ．4 2 2 7 N 4 4 ′E
①灰色砂混 じり船 上二　②灰色粧 j二（しまり強い）

③灰色紅 i二　④暗灰色粧 I二混じ り砂
16

12 4 S I＿＿）こう黒） つJ 「 1 （2 4 2 ） 日．5 1 7 N ：うり 1㌔′・T や〕灰色砂混 じり粧 I二　②灰色粘 土混 じり小粒砂

12 5 S I〕〝3 4 0 つJ ト ー4 ほ∴消） 日．4 5 9
N ：う（用 ・・r i ⑦灰色粧 i二　②灰色小粒砂

12 6 S D －3 4 1 ：う E ・F 一一一二う （1．3 6 ） 0 ．3 5 5 N 6 3 t、I三 ①灰色砂混 じり粘土

12 7 S I：）－3 4 2 3 F －3 （3 ．1 0 ） 日．5：う 4 N 5 7 rノE ①灰色砂混 じり紅 土

12 8 S l＿） －はう リJ E ・F　か 4 （′L 抽） 0 ．7：う 8 N 5 7 ．、E CD 灰色砂混 じり粘 土　 ②灰色粘土

12 9 S I）－3 4 4 リJ fr　5 （日．4：う） （）．4 7 12 N 7 r E ①灰色砂混 じり粘土

13 0 S I〕－1 4 5 ：3 （ユー一一4 （1．1 2 ） （）．4 5 9 N 5 1 E ①灰色砂混じ り粘土

1 3 1 S D ′′3 46 つJ E ′㌘巨5 9 ．78 O ．∠ま2 2 3 N 5 2 、、E

①灰色砂混 じ り粘土　 ②灰色粘土　 ③灰色砂混 じり粘土

（粘性強 い） ④灰色粘 土（粘性強 い） ⑤灰色砂混 じり粘

土（砂少ない） ⑥灰色粘土混 じり［欄と砂

l 32 S I＿＿） 34 7 リJ E 小 計幸 4 （4．7‘4） （j．58 2 （） N ：汀 W
亘）灰色砂混 じり粘 土　 ②灰色粘土　 ③灰色粧 上混 じり砂

④ 灰色砂混 じり粘土 （粘性強 い）

1 33 S I）一一34 8 つJ IA「 5 （L 17 ） 0 ∴31 1 1 N 76 ノE ①灰色粘 土混 じり砂

13 4
！
S D 一一34 9 つJ H －5 （1 ．4 0 ） 0 ．44 8 N 73 、‾E

①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色中粒砂　 ③灰色粘土混 じり

砂 （粘土ブロック多い） ④灰色粘土混じり砂

l3 5 S I ）－3 5 O ：う （ン r「 5 （‾1．7 O ） 0 ∴拍 7 N 6 4 ‘、E ①灰色砂混 じり粘土　 ②灰色桐 油少（粘土ブロック混入）

l：36 S L ） 3 5 1 りJ
i
E　 4 （（）．4 O ）

l
0 ∴38 1 0 N 5 7 1 三 ①灰色砂混 じを欄 圧

13 7 S I〕－3 5 2 つJ E 一一4 （0 ．9（）） （）！3：う 1 7 N 6 5 E ①灰色妙混 じり粘土

13 8 S D 一一3 5 3 3 F －6 （1 ．2 4 ） （0．4 8 ） 1 2 N 6 2 、JE ①灰色砂混 じり粘上

1 3 9 S I〕 ニ35 4 つJ F －6 （2 ．6 （、り 紬．4 8 ） 10 N 3 7 こ、Ⅵア ⑦灰色砂混 じり紘 上

l射） S I）一一3 5 5 つJ ＝　 6 （0 ．封‾）） 0 ∴34 10 N 5 r E ①灰色砂混 じり粘土 15

l ∠11 S I）一一一3 5 6 ′）
．）

I「 6 （0 ∴うの 0 ．3 5 8 N 5 5 ノE ①灰色紗混 じり粘土 15
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し＝10．40m
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第17図1区擬似畦畔実測図
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第18図　3区擬似畦畔・溝状遺構SD325～327実測図
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覆土からは時期差を兄いだすことはできなかった。

遺物の出土は非常に少なく、土器を出土した溝は

SD233・238・241・251・308の5本だけであり、そ

の他は木片がSD129・251から出土しているにすぎ

ない。出土している土器は灰柚碗・灰柚皿・土師器

碧・陶器賓・緑柚陶器・山茶碗であるが、すべて小

片であり、時期の詳細な判断はできなかった。

擬似畦畔

擬似畦畔1（第17図　図版4－2）

1区I・H－13・14グリッドで約8mにわたり検

出したもので、擬似畦畔Bに該当する。南側は建物

の基礎と考えられる撹乱により破壊されていたが、

それより以南では終息していた。また中央部分にも

管を埋設した溝状の撹乱があり、全体に残存状況は

悪い。上端幅2．3～2．8m、下端幅2．8～3．3m、高さは

最も残りの良い部分で約40cmを計測する。方位は

N－380－Wであり、静清平野で施工された広域条里

の方向に一致しており、坪界線に当たる。

擬似畦畔2（第18図　図版8－2）

3区F－7グリッドに位置する。撹乱に囲まれた

島状の部分から約9mほど検出した。北辺は管を埋

設した撹乱により破壊されている。また南辺にはS

D327があり、全体の規模は不明であるが、a－a′土

層断面から比高差20cm、下端幅約3．7m程度を想定

した。また方位は上端と下端が平行する箇所でN－

520－Eを計測する。これについては規模が不確定で

ある点やSD325・326が存在する点、さらに耕作痕

跡のような乱れが認められる点など擬似畦畔とする

には問題がある。周辺の標高と比較からは明らかに

高まりとして把握できたが、自然地形の可能性もあ

り、擬似畦畔状の高まりとして考えておきたい。

杭　列（第19図　図版4－3）

1区の擬似畦畔に平行する形で検出された杭列で

ある。G－15列を境に北では1列、南は2列として

把握できる。確認できた杭は全部で59本である。そ

の内訳は表3にあるように丸太材40、割り板材11、

角材3、その他（不明を含む）5である。丸太材は

先端を3～6面に削り尖らせただけの簡単なもので

ある。その他に関しては15・53のように丸太材の側

面を削り取ったものや30のように曲物の底板を転用

33－

「
∴

●　丸太材

■　角　材

▲　割板材

★　その他

第19回　杭列概念図



表3　杭計測表

番 号 調 査 区 グ リッド 長 さ （clll） 太 さ（clll） 先 端加工 面数 登 録 番号 調 査 区 グ リッ ド 長 封 c nl） i 大 猟 1－1） 先端 加工 面数 登 録 番 号

l 1 「一つ 4 29 ．0 4 ．0 4 W 一mW－1＿3 7 ニ31 1 F 一一一つ 5 15 ．4 2 j 不 明 W … 9 6

2 ［　 1 I ル…は 48 誹 リ．O
i

4
［

与野一つ 3 6
蔓

32
［i l F －′一つ 5 i 2 … 生霊

i 4
儀r AA 鋸

つ
Lj

1
】

「… は 39 ．5 5 ．（） 一＿）
J W …つ こう5 り′1J∵） 1

i
F F一十は i6 ．（） ：L O

】
4 W 一一一一一92

4 1． 「… は 5 3 ．（） 9 ．0 こヰ W ””…′1：34 ：うヱ‥1 l F rWつ 5
i

lL 5 二号誹 ：） W …ル”88

rこ） 1 H 一一14 5 上 0 9 ．5 6 Ⅵr… 133 ニ35 l F … 16 6 1 ．（） 6 ．5 4 W － 53

6 1 H 一… 14 4 9 誹 8 誹 りJ W 一一 132 3 6 1 F － 16 17 ．5 5 ．2 4 i W －5 2

7 1＿ H 一十国 28 ．5 5 ．（） 4 W … 142 3 7 i F 一一一一つ 6 3生 5 生 （） こ） W ∵ 5 1

8 1 モノ喜一一つ 4 56 誹 8 誹 ：） W … 13 1 ：38 i F －′一つ 6 6 L 刃 6 ．（） 4 W ∵ 5 O

9 1 H …一一一14 59 ．0
i

6 ．0 り
t）

W 一＿13 0 39 1
I

F 一一一rつ 6 2 4 ．5 7 ．2 不 明 W － 56

．10 1 H … 14 50 ．0 6 ．5 4 W － 12 9 40 l F … 1 6 2 2 ．0 8 ∴〕 不 明 W － 55

11 1 I・仁一一つ 4 1（L 5 3 誹 不 明 W … 128 射 i F － 16 6 ．2 生 5 l W … 49

1．2 1 圭一ま… 14 5 3 ．0 6 ．5 4 W …つ 27 4 2 1 F p・つ 6 7生 り 8 ．5 6 W … ∠47

13 1 H … 14 4 8 ．（＿．） 5 ．（） 4 Ⅵしつ 25 4 3 ユ＿ F … 16 17 ．日 9 ∴う わ W 一一4 8

14 1 ‖ 一 日 3 1 ．8 7 ．6 4　 I W … 1 27 4 4 1 F － 16 73 ．0 5 ．0 ′‾）J W － 4 3

15 l＿ H － 14 26 ．5 5 ．0 2 W …n12 3 45 1＿ F … 16 2 4 ．0 5 ．8 b
［ W … 4 4

16 l H …つ 5 58 〃0 7 ．2 5 W 一一みノ12 6 4－6 i F … 1 6 2 5 ．8 5 ．1 1　　 l 構L l 持

17 1 H … 15 59 ．0 6 ．0 こう W 一つ 2 2 47 1 F …＿16 6 8 ．（） 7 ．（） 4 W － 46

18 1 H 十十15 射）．5 7 ．0 4 W … 12 1 48 1 F － 16 6 ．5 3 ．（、） 4 W … 42

19 l G － 1 5 3 6 ．0 6 ．0 4 W … 8 （：） 4 9 l F … 16 7 ．5 3 ．6 4 W … 4 1

20 1 （主つ 5 2 8 ．（′） 7 ．1 4 W … 79 5 O 1 F … 16
！

65 ．（‾） 用 誹 ；）
W 一一4（月

2 1＿ 1 G …つ 5 3 1 。0 5 ．2 4 W … 78 5 ＿1
l i

F …－16 59 誹 6 －0 ！ 2 W 一一3 9

2 2 i＿ G － 15 6 上 0 6 ．5 4 W … 77 5 2 ：1 F 一一つ 6 8 誹 8 ．5
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酢 当 月 55

1 F … 16 12 ．（j ：3．0 4 W … 5 7
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W 当 月 5 9 i l

F …1 6 1 1．．7 2 ∴う 4 W …6 ユ

3 0 l F … 15 14 ．8 2 ．5 不 明 W 一一95 ！

したものである。

東側の杭列は擬似畦畔の東辺から約50～80cmほど離れた箇所にN…380…Wの方向で一列に並んでい

る。ここで用いられているのは、ほとんどが丸太材であり、その中にわずかに角材、割り板材が混在し

ているという状態である。西側の杭列については、並びが悪くまた用いられている杭も、丸太材、割り

板材、転用材などであり、多様性が窺えるとともに擬似畦畔の復元ラインの中に収まるものがほとんど

である。両方の杭列ともに時期については決め手がなく、不明とせざるを得ない。東側の杭列に関して

は一連のものとして考えられるが、西側については東側とやや性格を異にするようであり、同時期とは

考え難い。いずれにせよ、これらの杭列は時期の問題は別として、畦畔に伴って打たれたと考えられ、

この杭列からも坪界線の存在を想定することができよう。

3　第3遺構薗（第20図　図版9）

1⑳3区において平面調査を行ったもので、1区は幅13m、長さ30m、3区は幅7m、長さ40mの規

模である。8層黒色泥炭の直上まで重機による掘削を行い、9層上面での精査を行なった。

1区では1点の木片を出土したのみだがN…250…Wの方向で、北から南へ流れる河道を検出した。砂

礫を主体としており強い押し出しがあったと考えられるが、現在でも伏流水が大量に流れている状態で
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＋

第20図　1区第3遺構面全体図

あった。下層約5mほどまで掘り下げたが、底部は検出できなかった。時期については特定し難いが、

後述する第6トレンチの3とした砂層に堆積している4とした砂礫と対応するものである。

3区については遺構・遺物ともに認められなかった。

第2節　遺物

小康杉本堀合坪遺跡は先述したように後世の建築や造成による撹乱が著しい状況であった。そのよう

な状況の中で、遺物は1区の遺構や水田土壌である2層のほか、撹乱部分からの出土もあった。概して
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3区からの出土は少なく、1⑳2区からの出土が多い傾向にある。

ノー　　　、、－一

本遺跡から出土した土器はテンバコ伽×射×鈍m　で　鼠登録番号舗3と量的に少ない。1区の遺

構出土のほかは、ほとんどが1傍2区2層からの出土である。量的には2区の出土が最も多く、3区出

土のものは登録数で、64と極端に少ない。全体に小片が多く、実測可能なものはわずかであった。

ここでは遺構出土のもの、遺構外出士のもの、墨書土器に分けて記述を進めたい。
二　　　　′、

且～6は灰鞄陶器で、且⑳2砂6は皿である。lは潰れたような低い三日月高台を持ち、底部にヘラ

ケズリ調整が認められ、刷毛塗りによる施和が行われている。2は三角形高台をもつもので、全体を回

転ナデで成形し、底部は糸切り後ナデを施す。施柚は漬け掛けである。6は底部のみだが、高台接合部

を強くナデてお紙上三日月高台の系譜を引くものと考えられる。3～5は椀の底部である。3は三日月

高台と考えられるが、端部が成形時に潰れたようで、平坦ないし丸みを帯びている。射ま接合部からや

や内湾気味に伸びる三角形高台である。5も三角形高台であるが、高台接合部を丁寧にナデている。l髄

3を窯筐鮒号窯式段階、2⑳確（）6を折戸㍊号窯式段階のものとしておきたい。7は婆である。平行タ

タキ昌による成形で、内面は青海渡文をナデ消しているが、粘土の継ぎ目が明瞭に認められる。

S障鼠鼠8出藍豊器

～紺は灰和陶器の椀である。8は接合部を強くナデた外に開く厚手の三角形高台である。9はだる

くシャープさを欠いた厚手の三角形高台である。用は深椀の高台と考えられるものである。端部を丸く

収め、外に大きく開いている。紺豊山茶碗の小碗であろう。粘土紐を貼り付けただけの粗雑なものであ

る。

′ノ　　　　‥

12は緩和陶器である。形態から手付瓶の底部と考えられる。底部をわずかに突出させている。軟質の

焼成で、胎土は黄色味を帯びた灰白色を呈する。全体に黄色味が強い透明感のある袖が掛かっている。

′　‘三一　′　‥

13～15はいずれも灰抽陶器である。13は椀の底部である。外に開く三角形高台であるが、整形が雑で、

焼き歪みがある。Ⅲは深碗の底部と考えられるもので、高台中位で、内側に屈曲する高台を持つ。成形

は丁寧で、休部◎底部ともにへラケズリが行われている。15は長頸瓶と思われる体部下半～底部にかけ

ての破片である。高台は粗雑で、潰れた四角形を呈している。

こ∴：　　　・、、

蟻は口径旺5cmと小振りの椀で、成形がやや粗雑な印象を受ける。休部は張りがあり、内湾して立ち

上がり、目線部をわずかに外反させる。高台はいわゆる爪形高台である。

f、′・、．工　　ノ、

遺構出土以外の土器であるが、2層のほか撹乱土中からの出土も含めている。また、排水溝出土とし

たものは層位から2層出土のものと考えてよい。

17～23は灰和陶器である。17の18は椀の底部で、底部にへラケズリが認められるものである。三日月

高台と考えられるが、17は端部が潰れて、断面四角形に近い。18も高台にくずれが認められる。19も碗

の底部である。全体をナデ調整しており、高台はやや内湾気味の三角形高台で、接合部を丁寧にナデて

いる。20は端部を丸く収めた三角形高台であるが、外方への開きは小さい。21は皿の底部で、開きの小

さい三角形高台である。22は長頸瓶の体部～底部の破片である。外面はへラグズリ調整を行う。高台は

小さな四角形を呈するが、潰れて内側にはみ出している。23は口径が16cmを越える大きなものである。

一一一一一一二沌一一一一一一一一1
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山茶碗
小碗

轟 融 内外面ともに回転ナデ。〕
底部糸切り後ナデ。

胎土　白色粒子せ異色粒子を
多く含む。〕

焼成　良。
色調＋灰自7．狛′7／l

i底部完形で。
見込み部分にフ睾娠‘ヂ

i　　　　　　　　　　　　　8

†！
縁柚陶溺
手付瓶

i
＝区

F　一一一14
S F12日

慄 浩 瀧 豊 嬬

i

惚 志 欝 宗i義誓 むくj

i色調 磁 器 鵠

底部1／′媚雛鳥

l

用

l沼 灰紬陶器
碗

勘 舘 径 内外面ともに回転ナデ。
底部糸切　未調整。

白色粒予め黒色粒子を
含む。

焼成　良。
色調＋擁黒帯jY7／l

底部完形。つ
内面に二‾　ね焼き痕の降灰紬。

i lZ1

！

i
灰紬陶器

碗

執 ㌍ 「 内面回転ナデ。）外‾伽休部

～底部へラケズリ。
胎土　白色粒子の小礫を合を

含む㌔
底部17！4残存。〕
t二7ク叫可転右。

15
灰紬陶器

ご封 休部外面へラケズリ。内
面および高台接合部ナデ。）

胎土　白色粒予㍗白色小礫の
砂粒を多く含む。

焼成　良。
色調　灰［‥′－〝iN7／

！底部り4残杭

内面に別離。

16
灰紬陶器

碗

＝区
E バー一一一一15
S F16日

休部内外面ともに回転ナ
デ。底部糸切り未調整。つ

胎」二　白色粒了∴自色小礫を
多く含む。

焼成　良。
色調　灰白7．5Y7／l

目線部～休部1／2残存、底部
完形。
内面に重ね焼き痕の降灰触。 1り

17

高台径　 く6牒〉　高台は端部が潰れ、押角 休部内外面ともに回転ナ 胎土　白色粒子の異色粒子を 底部＿1／2残存。

灰紬陶器
碗

2区　　　　　　　　　　　　 形を＿一呈する。
表＿一上
除去申

デ。底部へラケズ生漬け
掛け施紬。〕

含む。フ
焼成　良。
色調’庚半日舶／

灰自7．清78／2）

ロクロ回転左‘！
内面に薫事湖沼痕。j

18

高台径　 く6．6〉　高台はわずかに外方に開 体部内外面ともに回転ナ 胎土　白色粒子の砂粒を含 底部1／∠1残存。j
灰紬陶器 2区　　　　　　　　　　　　 き、端部を丸く収める。 デ。底部／＼ラケズリ。 む。 ロクE座席∴左。

碗 軋 内　　　 i 焼成　良。
色調　灰自10YR8／l

内面に降灰柚。

用

高台径　 く7．（）〉　内湾気味に開く三角形高 体部内外面ともに回転ナ 胎土　白色粒子e異色粒子を－底部l／2残存。
灰紬陶器 2束　　　　　　　　　　　　　 ‾L） デ。底部糸切り後ナデ。 多く含む。） 村雨に董ね焼き痕㍉自然軋＿

碗 E …十日 焼成　良。
色手鍋　灰15Y7／1

高台径　 く7．3〉　端部を丸く収め、開きの 底部糸切り後ナデ。 胎土　白色粒子e白色小礫を 底部l／2残存。

2（‾） 灰柚陶器
碗

！

2区　　　　　　　　　　　　 小さい高台。 多く含む。
D …12 焼成　良。

色調　灰白5Y7／1

21 灰紬陶器
皿

高台径　 く5．7〉　端部を内湾させた小さな
2区　　　　　　　　　　　　 三角形高音㍍

体部内外面ともに車l転ナ
デ。底部糸切り後ナデ。う

胎土　白色粒子8黒色粒子を
多く含む。

底部ユ膏残存。

H…∴＝ 焼成　良。）
色調　抄豆市1ノア8！／i

22 灰柚陶器
長頸瓶

E誓4　 高雄 〈12－ごま〉禁禦 票警鵠 漂 去0 体部外面へラケズリ、内
面回転ナデ。底部調整不

胎土　白色粒子も異色粒子や
白色小礫を多く含む。

焼成　良。
色調　灰白5Y6／1

体部下半～底部i／∠ま残存。
ロクロ回転左。

排哀構内 i　　　 孟鐙 潰れて内側には 明瞭、へラケズリ後、ナデ
か。

！：∴ 庚柚陶器
つ

可 否 。こ外欄 く。 全体回転ナデ、休部外面
ノタ紺雛軋

胎土

焼成　普通。
音灰5PIう（i／1

i‾‾］縁部～体糾二宰1／：弓、体部i
下斗㍉尋か酔汁も　高台十㌢残
存。
焼き歪み大きい。‥j

lfj
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沃量（clll）

日　経　l日8
11‘（祥　　　56
器「瑞　　　48

形態の特徴

日経に比へ底径が小さく
深い川L状を妄｝一才る。体部
卜半は内彗気味に、と、′
～H縁部は迫線歓待∵立ち
［がるr

技法の特徴

摩滅により不明瞭。休部
外面上半～内面ナデ。休
部外面ト一半へラケズリ。つ
底部糸切り痕残る。

胎土・康成・色調

胎⊥＋白色粒r∵窯色粒J′・
砂粒を多く含むj

焼成　艮く〕
色調　赤褐色51R4b

1ゝ体；1残fJ。

2う
士朗 器 封＿束

日　 子一笑　 1 1．fう 日経 に比 べ 底 径 が 小 さ く、 全体 ナ ウ㌔　 休 部 内面七 粘 ijfデ＿上　 赤褐 色 粒子 4砂 粒 を含 目線部 一一一一一計 納 札

底　 伴　　　 う」 深 い川L状 を 一㌧ す る。底 ；一号に 士逐丑の接 合 痕 。底 部 糸 切 む。ラ 1日

i

林 1二　 日 ；号；ま iljfj　　　 4 ．1 をわ ず か に突 出 させ 、 内
湾 気味 に立 ち h 柱 信

り末ぶ慄㌔
i
I

焼 成　 止 ＿コ
色f調　 浅 射 雛 ．訴 ’R パ

2（う
土 師器

椀

2 区

E　んm・ノー1 1
撹 乱
除 去 中

巨 細 ′羊　 7 46
端 部 を 丸 く収 め、 ハ の字

に開 く厚 い 高子？。

目 測 中 砿 ナ 差 胎 土　 赤 褐 色 粒 子 ・鉦 色粒

子 ・砂 粒 ・異 色粒 子 を
含む 。

焼 成　 良 。
色 ′調　 浅 橙 5 Y R 軋4

［底 部 ほぼ 完 形。 l

コア
′上師 器

底　 径　　 8 ．5 平 坦 な底 部 か ら休 部 は直
線 的 に立 ち上 が る。

i

休部 外 lfifタナ パ ケ （4本 ／

c m ） 内 面 ヨ コパ ケ （5本 ノ！

胎」二　 白色粒 子 ・異色 粒 子 ・
赤 色粒 子 ・金雲 母を 含

底部 完 形。う

2 区 c m ）。底 部 内面 未調 整 、外 む。

二人し

！

E 一一一一一l l 面本 葉痕 あ り。ラ 焼 成　 良 。
色 調　 にぷ い橙 5 Y R 7！4

橙 5 1rR 7／6

2 8
土師 ㍊

姉
：ふL

2 区
l l 径　 く2 4 ．8〉 「j縁 部 を大 き く　くの字 に

屈 曲づ せ 、 目端描臣㌢、「均

「：1縁 部 ナ デ。J 休 部 未 調整

で 、指頭 は 痕 が 認 め られ

船 上　 小 磯き・白色 粒子 ・赤 色
粒 子 ・透 明粒 子 を 多 く

目線 部 1／12残存 。

刺 則
排 水溝

に 仕 上二げ ろ。う る。つ

l

含 む。
焼 成　 良 。1
色 調　 黄 灰2 ．5 Y 6／l

2 9
土 師 器

嫁
瓦

2 区
D m1－－－－1 1

日　 径　 く2 4 ．8〉 日縁 部 を大 き く くの 字 に
屈 曲 させ る。 日端 部 は中
央 がわ ず か に くぼむ 。

目線 部 ナ デ。 体 部 未 調整

で、指 頭 圧痕 ・粘土 接 合痕
が 認 め られ る。

胎 土　 小 礫 ・白色 粒子 ・赤 色
粒 子 ・透 明粒 子 を 多 く
含 む。

焼 成　 良 。
色 調　 黄 灰2 j Y 6／2

日縁 部 1！1（j残存 。

馳

灰柚 陶ぷ
「1 径　 く1：う．（）〉 休部 は内 湾 して∵！二ち 上が 全体 回 転 ナ デ。 底 部 糸 切 胎 ＿．－よ二　 白色 粒イ∴ 砂 粒 を含 ＝縁 部 ～体 部 り2残 存。）

lり2 区 底　 径　　　 5 ：； り ［瑞 描 ≦の み外 ノJに 引 り後 ナ デ。フ む。つ 底部 一一一一一一部 欠損。
腕

墨ミニf‾㌻」二器
F　A′11 恵　 品　　 ，4 き出す 。∴r‡‘汗 デは三 角骨㌔ 焼 成　 良 。

色 調　 炊 N 6／′
休部 2 ヶ所 に 墨書 。j
表 「万 富」、 裏 「×富」

3 1

灰 袖 陶器
碗

墨 書 土 ㌫

［

2 区

底　 径　 く 6．6〉

i

内賀 す る三 角形 高 台 。

i

全 体 回 転 ナ デ。フ　底 部 糸切
り後 ナ デ。

胎 土　 白色 粒 子 0 小礫 を含

む 。
焼成　 良 。〕
色調　 灰 5 1r6／1

底 部 1／2残 存 。う
内外 面 に煤 付着 。
内面 に 降灰 柚。
底 部 に罫 書［

休部はゆったりと立ち上がり、口縁部を大きく外反させている。高台は粗雑ではあるが、高い三角形を

呈している。百代寺併行に位置づけられるものであろう。24～29は土師器である。24は「駿東型杯」と

呼ばれるものである。口径：底径がおよそ2：1であり、口径に比べ底径がかなり小さくなっている。

内面の暗文はなくなり、底部のへラグズリも浅く、中央部の糸切り跡を残している。25も杯である。全

体にナデによる成形が行われ、底部は糸切未調整である。内面には粘土紐の接合痕が認められる。26は

灰和模倣椀の底部である。ハの字に大きく開く高台を持つ。27は婆の底部であるが、成形技法および胎

土から「甲斐型婆」と判断できるものである。内外面に荒いパケ調整が行われ、雲母等の挟雑物を多く

含む粗い胎土である。底部には木葉痕が認められる。28◎29は「活郷型婆」と呼ばれる婆の口縁部であ

る。佐野氏による分類中り類に含まれるものであろう（佐野1987）。目線部をくの字に屈曲させている

もので、目線部はナデ調整、胴部は指頭による調整が行われており、粘土紐の接合痕が認められる。

墨書土器

2点の墨書土器はともに2区2層からの出土である。釈説については、県教委文化課佐藤正知氏に御

教示願った。30は灰和陶器の碗で、口径13。Ocmとやや小振りのもので、目線部をわずかに外反させる。

全体を回転ナデ調整によって成形し、高台は作りの丁寧な三角形高台を持つ。墨書は体部外面に2ヶ所

あり、表面は「万富」（まんとみ）と読める。いわゆる吉祥句として捉えることができよう。31も灰柚陶

器の椀であるが、三日月高台の系譜を引くと考えられる三角形高台である。底部に墨書がなされるが、

残画であり、また墨痕も薄いため、判読不能であった。

2　木製品　（第22～26図　図版11～14）

小鹿杉本堀合坪遺跡で出土し、登録した木製品の総点数はおよそ250点である。その多くは簡単な加工

を施した木片や杭、井戸に用いられた建築部材である。ここでは明らかに製品として用途を限定できる
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もの、加工が顕著なもの、遺構出土のものに限って報告することとした。そのため杭の全部、さらに井

戸の部材の多くについては省かざるを得なかった。なお分類については『木器集成図録　近畿古代篇』

（奈良国立文化財研究所1984主『瀬名遺跡m（遺物編I）』（静岡県埋蔵文化財調査研究所1994）を

参考にした。

容　器

曲物（1～9）

総計で10点の出土であるが、ここでは井戸SE162の水溜めとして転用された57を除く9点について報

告する。小片のため全体の形状を知り得ないものもあるが、基本的には円形曲物と判断して計測値を出

している。曲物については直径のみならず側板の高さも用途と密接な関係があると考えられる。当然分

類は直径と側板との相関関係から行われるべきだが、側板の残存したものは皆無であったため、ここで

は直径（復元径）から小型品、中型品、大型品の3つに便宜上分けることとした。

小型品は1◎2◎5◎6◎9が該当する。直径8．1～14。2cm（2．5～4．5寸）に収まるが、同じサイズの

ものはない。1はやや歪みのある円形で、計測値は最大径を記載してある。表面には線状の刃痕の他、

一部に針書きと考えられる曲線を描く線刻が認められる。2は半切のもので、周縁面に1箇所、小口面

に2箇所の木釘孔が認められる。5は小片で周縁部の残りが少ないため、復元径にやや信頼を欠くかも

しれない。残存状況が悪く顕著な加工痕は認められなかった。6は最小のものである。周縁部の残存部

は少ないが、丁寧に面取りされている。9は表面に朱漆が残されている。表面の加工がやや粗く、斜方

向の刃痕が認められる。

中型品としたのは9寸程度のもので、3◎4が該当する。3は径に比べ、やや薄手の印象を受けるも

ので、全体に残りが悪く、加工痕等も不明瞭である。4は溝状遺構Sり251から出土したものだが、小片

のため、復元径にやや疑問を残す。周縁部には水平方向の加工痕がわずかに認められる。

大型品は13寸以上のものとしたが、該当するには7◎8のみでいずれもSE162から出土している。7

は周縁部に8箇所の結合木釘孔が認められたが、不均等な位置にある。表◎裏面には加工痕がわずかに

残る。周縁部は面取りされ、丸味を帯びた仕上げがなされている。また5箇所に孔が穿たれているが、

小口面に近い2箇所はその位置から補修用として考えられる。8は井戸枠転用曲物57の上にあたかも蓋

のようにのった状態で出土したものである。周縁面には不均等に11箇所の結合木釘孔が認められ、その

うち1箇所は木釘が外から打ち込まれた状態で残存している。

漆器（10）

10の漆碗1点のみである。残存状態が悪いが、内朱外黒の塗りである。外面には何らかの絵と思われ

る筆跡が認められるが、モチーフは不明である。
∈聖　【∃
辰　　フ「琶

鍬（11）

鍬の泥除けである。上位が欠損しているため、全体の形状は不明である。柄を通す孔が小さく加工も

粗雑であるが、表面から孔へは約260の角度で削り込んでいる。表面下端には圧痕が、裏面には斜方向の

刃痕が認められる。

【∃工　具

楔（12）

SE162から出土したものである。長方形を呈した割り面を残す木片の片面を削り出し、刀状に作り出

している。先端部分は平坦に加工されている。

食事具

杓子形木器（13）
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SF131から半裁された状態で別個に出土したものである0いわゆる「めししゃくし」と考えられるも

ので、身の先縁部分が半円形に整形されており、奈文研分類のB型式に当たるものである。身の側線は

直線的に加工され、先端部を薄く削っている。柄は本来さらに長いものと考えられるが、二次的に切断

されている。

箸（14～18）

ここでいう箸は木片を小割りにし、棒状に粗雑に削ったものである。箸については食事貝としての用

途の他に、祭祀貝としての用途も考えられているが、小康杉本堀合坪遺跡ではその出土墨から食事貝と

して判断した。いずれも欠損品であり、全体の形状は不明である。14⑳15は簡単な面取り加工がなされ

ており、断面は不整形な多角形を呈す。上端を欠損しているが、下端の加工位置から片口箸の可能性を

持つものである。16も断面不整形のもので、2つに折れている。先端の削り出しはわずかである。17は

両端を欠く、箸の中央部分である。18は欠損部分が多く、断面多角形を墨すと考えられる。

匙型木製品（19）

27はSF131から出土した匙形木製品である。細い割り財を平坦に削ったもので、柄と身との区別は先

端を除き同じ幅のため不明瞭であるが、先端部から約の短程の箇所から両面を薄く削ることにより身を

作り出している。先端部は柳葉形を呈す。

装身具

苔馬太（20）

SF131から出土したもので、一木で、か歯をつくる連歯下駄である。奈文研分類では①鼻緒孔の位

鼠②歯の作り方、③平面形態の3項目による分類が行われている。これによれば①については前壷の

位置は欠損により不明であるが、後壷が後歯よりも内側につくタイプであることからBないしCに当て

はまる0②については歯と台とが同じ幅で縦断面が台形を墨すことからⅢである。ただし、歯の下端は

身幅よりわずかであるが広がっており、横断面も台形を呈している。③については欠損部分が多いが、

残存部分から前幅より後幅が狭いタイプであり、前◎後端も半円形をなすと思われ、dと判断できる。

このことから濫用dないしはCmd型式に該当しよう。板目板の裏面を上面として作ったものである。

歯の摩滅が著しく、特に後歯は顕著である。

紡織黒

糸巷異（21）

SE162から出土したものである。糸巻貝の糸巻部分に当たる。全長23．0cmで、奈文研分類の中型品に

当たる。断面はやや横に広い楕円形をなす。結合部分を突出させ、円形にポゾ孔を穿つ。上方のポゾ孔

には横木の結合部分が残っており、左側から打たれた固定用の木釘も認められる。また下のポゾ孔の右

側面には木釘孔と木釘の一部が残されている。

祭祀具

陽物形（22）

円形の芯持ち材を用いて整形されたもので、亀頭部分を欠損しているが、非常に写実的である。細か

い加工痕が全体に認められ、裏面には刃痕が残る。基部については何も加工は施されず、斜めに切り落

とされただけである。

用途不明木製品

用途不明品については、形態から板状木製品と棒状木製品、その他の木製品に分類した。

板状木製品（23～27）

23は左側縁を平坦に削り出したもので、端部はやや丸みを帯びている。下位に径4mm程の孔がある。

24は左側緑および下端を欠くもので、上端から右側緑にかけて斜めに削り込む。端部は丁寧に面取りさ
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れ丸みを帯びている。裏面には方向不定の刃痕が認められる。25は長方形を室す薄い板状のもので、左

右の側縁は割り面を残す。上位は炭化し欠損しているが、下端は面取りされている。表面に多くの刃痕

が認められる。26はSE162から出土したものである。左側縁に割り面を残す。上の下端ともに欠損して

いるが、中央に径14mmほどの丸みを帯びた方形の孔が認められる。27は細い板状のもので、表◎裏面に

無数の刃痕が付けられている。刃物による切り出しの練習に使われたものであろうか。

棒状木製品（28～32）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

28はやや厚めの割り材を加工したもので、上位を欠いている。割り面を残さず、全ての面を丁寧に加

工しており、断面は隅丸方形をなす。下端から約13cm程の箇所で、浅い段が付けられている。剣形の柄

に当たる部分の可能性を示しておきたい。29は先端部分のみである。下端部分には段がついており、有

頭状をなしている。加工痕のほか刃痕が認められる。30はSE162から出土したものである。芯持ち材

で、自然に曲がった枝部分を用いている。上端は面取り加工を施し、下端は斜めに切り落としたもので

ある。上位は炭化している。31はSF131から出土したもので、樹皮が付いた芯持ち材の先端の3面を削

り杭状にしたものである。加工部分より上は炭化している。32はSE162から出土したもので断面方形と

考えられる棒状の割り材を側線に向けて両側から薄く削り出したもので、側縁には3箇所の切り欠きが

認められる。

その他の用途不明木製品（33）

野球用バットのグリップに似た形態のものである。頭頂部から頭部側線を削り笠形に作り出している。

下部には円筒状に伸びる脚状の部分が作られている。鋲形木器の可能性が考えられるが、笠形の下位が

平坦をなしていないこと、脚部が方柱状をなしていない点がやや異なる。

建築材

柱根（34・35）

桂根として分類したが、明確な柱穴からの出土ではなく、杭として用いられた可能性もある。しかし、

当遺跡で出土した杭と比較して、形態◎加工方法ともに異なっていることや、出土地点の相違から、

応桂根として判断した。3射ま芯持ちの丸太材である。先端部分に加工を加え、わずかにとがらせるよう

な形態をなす。35は芯持ち材を半裁したような木取りである。34と同様に端部をとがらせるような加工

を施す。

井戸材（36～57）

SE162の井戸側材である。井戸側材として認定できたのは70点であり、その内訳は横桟木6点、隅柱

4点、縦板60点である。

36～40は横桟木である。36は北西壁上段、37は南西壁下段、38は南西壁下段、39は北東壁下段に当た
～

る。これらはいずれも芯持ちの丸太材を用いている。両端を4方向から削り、断面方形にホゾを作り出

している。40については法量的には他のものと類似しているが、掘り方内から出土した点や、割り材を

使用している点で、SE162の部材とするには疑問が残る。

41～44はそれぞれ南、西、北、東の隅柱である。粘土層（2層）中にあった上部は残存状態が悪く、

やせているが、透水層（砂層）内にあった部分は良好に残っている。厚みのある割り材を用い、先端部

分を両側面から削り先端を尖らせることにより、打ち込みやすくしている。また外面先端近くには溝が

刻まれている。ホゾ孔は2段あり、上段については朽ちて貫通しているが、本来は下段のように貫通せ

ず、内側に当たる2面にあけられ、横木のポゾがはまることによりそれぞれが固定されるいわゆる包込

ポゾと考えられる。ただし、44については内側側面のホゾ孔は四角く切り欠いただけである。

45～56は各側面の壁をなす縦板である。厚さ2～4cmほどの割り材をほとんど加工なしで用いている。

柱材と同様、下部の残存状況は良好だが、上部は朽ちて欠損部分が多い。先縁部分の平面形態から①先
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緑部を半円形に加工したもの、②先端部分は平坦だが側線部を斜めに削ったもの、（討先緑部が平坦なも

のに分類した。この内最も多いのは（彰で、掲載できなかった48点は全てこれに含まれる。（力は45～48で

ある。このタイプは45～47で顕著なように先緑部の片側のみを削り込んでいる。46は長辺に直交する水

平の溝を削り出している。②は49～52が該当する。先端部分の削りは49・52で認められるが、①に比べ

その範囲は狭い。50には水平の溝が、52は側縁に切り欠きが施されている。（参は薄い割り板をそのまま

用いただけのものである。53～56が該当するが、わずかでも加工の痕跡が認められたものだけを取り上

げた。53は先縁部の側面がわずかに丸みを帯び、切り欠きが認められるものである。54～56は下端近く

に刃痕と加工痕が認められたもので、56には四角い切り欠きが入る。

57は水溜めとして用いられた曲物の側板である。綴じ合わせは2箇所、1列内6段綴じである。内面

には縦平行線と斜平行線とによる斜格子状のケビキ線が入る。全体に柿渋が塗られていたような黒色を

l
ニ

45　　　　　　　46

54　　　　　　　　55

48　　　　　　　　49

も

第26図　出土木製品実測図（5）
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衷5　木製品計測表

番 号

遺　　 物　　 名

区 出土地点

法　　　　　 童 c nl

木 取 り 樹　 種 備　 考
大 項 目

中項 中 小 項 目 長 さ（口径再 の径 （底径車 さ （器高 ）

1 ［容器 曲物　　 棒 形曲物 璃
l

1 l S F lこうl
！

！ （10 ・7） i　 o ．8 ： 齢 ！　 〉アぶ
ノ＼で

！ i ll

2 容器
曲物　　 恒 杉［料 這 T l

I三一一一15 1：う∴う 0 “8 板月 スギ 11

‘‾1
、）

容器 曲物 円形曲物 ・底 l F w…16 （26 ．2） 0 ．8 柾目 スギ 11

4 容器 曲物 円形曲物 ・底 2 S I＿）251 （27 ．1） 0 ．8 板 Ei スギ

〇 容器 曲物 円形 曲物 ・底 1 H …16 （11 ・5） i　 …
柾目 スギ 11

6 容器 曲物 円形曲物 さ底 1 G －14
； ＋紺

0．5 柾目 スギ

／ 曲物 円形曲物 ・底 1 S E 162 （55．0） 2．0 柾月 スギ 11

8 容器 曲物 円形曲物 ・底 l
－

S E 162 （：39・2） ！　 2・。
板 目 スギ 11

9 曲物 円形曲物 ・底 1 F … 15 （14．2） 1．2 板 目 モ ミ 11

10 容器 漆器 1 E －15 十丁．の 板 目 ケヤキ 1フ

11 農貝 鍬 泥除け 1 G …14
甘 3） i 6・0 ！ 0 ・95

柾目 スギ 1？

12 」二貝 楔　　 i
1 S E 162 7 ．0 3 ．0 1．（） 板目 スギ l？

13
食事貝　　　 恒 硝 ′橘

l S F l：うl
19 ・8 ！　 …

0 ．9 板目 スギ 12

14 食事異 箸 2 F …12 （15 ．4） 0．8 （）．7 板t i スギ 12

15
食事貝　　 ！箸

1 G 一一一一一一14 （13．6） 0。8 0．7 板 目 スギ 12

16 食事貝 箸 1 G … 14 （9．7） 0．8 0．6 柾 目 スギ 12

17 食事貝 箸 2 F 一一一12 （7，の 0－7 0．8 スギ 12

18 食事臭 箸 2 C … 12
（6 ∴う） i （1・6

0 ．7 板目 スギ 12

19 食事臭 1 S F 131
（2… ） ！ l・6

0 ．9 スギ 12

20 装身具 下駄 1 S F 131 （19 ．1） 9 ．5 3 ．0 板目 ヒノキ 12

21 紡織貝 1 S E 162 23 ．0 1 ．9 2 ．0 柾目 スギ 12

22 祭祀貝 暢物 1 F 一一15 26．5 3．6 3．0 二葉マツ 12

23 用途不明木製品 板状木製品 l F … 16 13．6 4．4 0．85 板 目 l スギ 13

24 用途不明木製品 板状木製品 i （：；－ 14 13．3 3．2 0．85 柾 目 スギ 13

25

ー　　　　　　　　　　　I

用途不明木製品

l

板状木製品 l 1 F … 16 （12．5） 2 ．8 0 ．75 柾 目 スギ 13 i

i 2 6 用 途 不 明 木 製 品 板 状 木 製 品 l
；
l

1 S E 1 6 2 （7 ．l＿） 2 ．8 5 0 ．8 5 柾 目 ス ギ 1 3

i 2 7 用 途 不 明 木 製 品 板 状 本 製 品 l G 一1 3 （13 ∴う） L 8 0 ．7 板 l二1 ア カマ ツ 1：う
i 2 8 用 途 不 明 木 製 品 棒 状 木 製 品 1 （：；… ＿1 4 （17 ．1 ） 2 ．7 L 5 板 ［一一一：i ヒ ノ キ 剣 形 の 可 能 性 l二王

！ 2 9 用 途 不 明 木 製 品 棒 状 木 製 品 ！
1 S F 13 1 （4 ．6 ） 2 ．2 1 ．6 板 目 リョウブ 13

！ 30 用 途 不 明 木 製 品 棒 状 木 製 品 1 S E 16 2 2 1 ．2 1 ．8 芯 持 サ カ キ 13

！ 3 1 用 途 不 明 木 製 品 棒 状 木 製 品 1 S F 13 1 1 3 ．7 3 ．8 3 ．1 芯 持 コ ナ ラ 1 3

3 2 用 途 不 明 木 製 品 棒 状 木 製 品 1 S F 16 2 （3 0 ．2 ） 2 ．7 1 ．7 板 L i ス ギ 1 3

i 3 3 用 途 不 明 木 製 品 i F 一一一16 5 ．4 上 2 5 ．4 板 目 か り キ属 鋲 形 木 器 か 1 ：3

！ 3 4 建 築 材 柱 1＿ F … 15 27 ∴〕 9 ∴3 二葉 マ ツ 1こう

扁
！ ：35

！建 築 材 ！
柱 ！

1
！ F － 1 5 I

2 6 ．3 8 ．8 二葉 マ ツ 13

！ 3 6 建 築 材 横 桟 木 l S E 1 62 9 0 ．2 5 ．0 芯 持 イ ヌマキ
l

14

：3 7 建 築 材 横 桟 木　 ！
l＿ S E 1 62 リ「 1 5 ．7 芯 持 ス ギ 14

38 建 築 材 横 桟 木 1 S E 16 2 9 1 ．1 5 ．4 ス ギ 14

3 9 建 築 材 横 桟 木 1 S E 16 2 9 0 ．4 5 ．0 宥 ス ギ 14

4 O 建 築 材 横 桟 木 ？ 1 S E 16 2 8 1 ．1 6 ．1 板 目 ス ギ 1 4

4 1
！建 築 材 隅 柱 1 S E 1 6 2 1 27 ．7 16 ．8 7 ．9 板 目 ス ギ 1 4

4 2 建 築 材 隅 柱 1 S E 1 6 2 12 5 ．6 15 ．5 7 ．0 板 目 ス ギ 1 4

4 3 建 築 材 隅 柱 1＿ S E 1 62 1 14 ．1 12 ．5 7 ．2 板 巨三i ス ギ 14

4 4 建 築 材 隅 柱 1 S E 1 62 1 12 ．5 18 ．7 7 ．7 板 目 ス ギ 14

45 建 築 材 板 1 S E 16 2 1 0 生 7 1 5 ．0 3 ．4 板 目 ス ギ 14

46 建 築 材 板　　 ！
1 S E 16 2 1 0 2 ．4 1 4 ．1 2 ．8 板 EI］ ス ギ 14

47 建 築 材 板 1 S E 16 2 8 6 ．1 1 3 ．8 3 ．6 板 目 ス ギ 1 4

4 8 建 築 材 板 l S E 16 2 鮒 ．6 1 6 ．6 2 ．2 板 目 ス ギ 1 4

4 9 建 築 材 板 1 S E 16 2 9 9 ．3 14 ．5 2 ．8 板 目 ス ギ 1 4

5 0 建 築 材 板 1 S E 1 6 2 9 9 ．1 15 ．0 2 ，5 板 目 ス ギ 1 4

5 1 建 築 材 板 1 S E 1 62 9 2 ．4 14 ．1 3 ．9 板 目 ス ギ 1 4

52 建 築 材 板 l S E 1 62 7 6 ．3 12 ．1 1 ．8 板 目 ス ギ 14

5 3 建 築 材 板 1 S E 16 2 7 9 ．4 1 4 ．5 2 ．1 板 巨二ゴ ス ギ 14

5 4 建 築 材 板 1 S E 16 2 8 5 ．9 1 9 ．5 2 ．3 板 月 ス ギ 14

5 5 建 築 材 板 1 S E 1 6 2 8 8 ．8 1 6 ．0 2 ．5 板 目 ス ギ 1 4

5 6 建 築 材 板 1 S E 1 6 2 7 5 ．4 1 6 ．2 1 ．8 板 目 ス ギ 1 4

5 7 建 築 材 転 用 曲 物 1 S E 1 6 2 5O ∴〕 ：封 ．8 板 目 ス ギ 1 3
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呈する。上端から約4．5cm程の箇所までは塗布が薄いため、握がはまっていた可能性がある。

3　石製晶　（第27図　図版15－1）

小康杉本堀合坪遺跡から出土している石製品はすべて砥石である。1は断面が正方形に近い柱状のも

ので、下半を欠損している。表面はやや粗いが、4両を使用している。表面と右側面は顕著に使い込ま

れており、特に右側面は擦痕のほか刃痕も明瞭に残されている。2は柱状であったと考えられるが、表

面を除いては欠損部分が多い。砥面として用いられているのは表・裏の2面のみであるが、表面は良く

使い込まれており、上下方向に緩やかな凹凸が認められる。3は板状のもので、側面を割ることによっ

て手持ち用の大きさに加工していると考えられる。左右の側面を除く4面を使用している。いずれも艮

く使い込まれており、表面は非常に平滑である。すべての面に擦痕が認められる。4は細長い自然礫を

利用したもので、下半が欠損している。砥面として表面・左右側面の3面認められるが、側面は使用範

由1

第27図　出土石製品実測図
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園が狭い。また裏面にも平坦な面があるが、砥面として使用する前に簡単に加工を施したものと考えら

れる。5は土坑SF118から出土したものである。下半を欠いており不整形で安定感がないが、上端から

左側縁部までを打ち欠いて形を整えている。砥面としては表面～右側面と裏面の2面が用いられている

が、裏面は使用が非常に顕著で平滑になっている。6は円形の礫の左右側面を打ち欠き整形したもので、

下半を欠いている。砥面は表面・右側面・裏面の3面で、3面ともに刃痕が認められる。右側面は非常

に良く使い込まれ、鏡面状に平滑になっており、光沢が認められる。7は軽石製のものである。表面に

径約6．5mm程の穿孔があり、管状のものを回転させて研磨したものとして考えた。

4　金属製品　（第28図　図版15－2）

小康杉本堀合坪遺跡で出土した金属製品は合計6点である。このうち遺構から出土したものは1点に

限られ、その他は包含層ないしは撹乱土の除去中に発見したものである。

1～4はキセルであるが、ラウのついた完形品はない。雁首は1の1点のみであるが、脂返しが琴曲

する河骨形と呼ばれるものである。火皿は椀形を呈すもので、首部の琴曲はやや緩やかである。火皿と

首部の接合部に補強帯は巻かれておらず、管を成型する時の継ぎ目が左側に認められる。首都の上面に

は吸い殻を落とす際のタタキ痕があり、平坦に潰れている。2～4は吸口である。ラウに取り付く部分

が一段太く巻かれた「肩付」と呼ばれるタイプは2のみで、その他は1本の管で作られたものである。

いずれも左側に銅版の接合部分が認められる。全長にはばらつきがあるものの、継口部径は9～10mm、

吸口部径は3mmとはぼ一定している。2には肩と吸口の接合部に2条の線刻が認められる。

5は鉄砲玉である。直径11mmの完形品で、表面には平坦に削り取ったような箇所が認められる。

6は井戸SI）162から出土した包丁である。欠損や腐食により全体の形状は不明だが、刃部の琴曲から

やや先端に近い部分と考えられる。断面左側に角度がつけられ、刃が作り出されている。

己＼“－．　－．〕－＿
l

臣≡≡≡≡⇒4　0　5

二・　　コ　　コ

匠≡鑑三三幸

藍〕（6。
第28図　出土金属製品実測図
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表6　石製品計測表

調査 区 出土層位 e位置 長 さ Cnl 幅　 Clll 厚 さCIll 重 さ g 色 石　　 材 備　　 考 図版

1 砥石 l 2 層　 H －14 r　　rこ）．0 3 ．7 3．7 H 9．9 灰褐色 含礫砂岩 ？ 一一一一・一部異 化 15

1 2 砥石 1！　　　 －⊥
ー　 南側排水溝 I 7・0 1 4 ・8 ！ 6・0 1 20 8・1 I淡黄褐色 i流紋岩質凝灰岩

［
i 1 5 i

りJ 砥石 2 2 層　 E …12 8．2 生0 1．9 12 5．0 晴縁色 輝縁凝灰岩 15

4 砥石 2 2 層　 F …11 7．8 4 ．7 二3．5 19 4．6 灰緑色 凝灰質砂岩 15

5 砥石 1 S F l 18 1 4．1 6 ．8 6．5 76 6．1 灰褐 色 中粒硬質砂岩 15

6 砥石 1 2 層　 F －16 8．6 9 ．7 7．1 80 9．6 帯赤 褐色 中粒砂岩 15

7 砥石 l 南側排水溝 6．2 6 ．8 3．6 2 5．3 灰色 軽石 15

表7　金属製品（キセル）計測表

番 号 種　　 別 区 出 土 地 点

法　　　　　 量　 n lnl

備　　　 考全　 長 全　 音 火皿 径 首 部 長 継 口径 吸 口 径 重 さ g

1 キ セ ル （雁 首 ） 3 F　 …　 5 82 3 1 17 74 8 － － 9．5 首 都 上 面 にた た き痕 15

2 キ セ ル （吸 口 ） 3 H　 －　 6 57 － － － 9 2 5 3 5 ．5 吸 口 に線 刻 15

3 キ セ ル （吸 口 ） 3 G　 －　 6 76 － － － 10 － 3 6 ．5 15

4 キ セ ル （吸 口 ） 2 排 土 中 ！ 4 6 － … － く12〉 … 「）
、）

4．2 継 目 つ ぶ れ 15

表8　金属製品（鉛玉◎包丁）計測表

番号 種　　 別 調 査 区 出土 層 位 。位 置 長 さ nlnl 幅 m m 厚 さ ITl111 直 径 111111 重 さ g i　 備　 考 図版

〇 鉛 玉 ′）
、〕

2 層　 E … 3 1 1
i 8 ・3 15

6 包 丁 1 S E 162 （5 8） （37） （5 ） 16．0 15
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第V章　恥膨ン牽調査の結果

第　節　調査区外の　レンチ調査

建物建設予定地内の調査は第IV章で述べたように撹乱部分が多く、目的としていた坪界線の検出が困

難であったため、表層条里から推定される坪界線の位置に想定される箇所にトレンチを入れ、坪界線の

確認調査を行った。以下、各トレンチについて概要を記述するが、本文中基本層序としたものは第m章

の層序である。またグランドおよび既存建物部分を除いて敷地内は砕石を盛って整地を行っているが、

ここでは砕石と撹乱（埋土）を分離せず撹乱として一括して扱った。

第1トレンチ

3区北側、G－2′◎H－1グリッドに設定し、南北方向の坪界線検出を目的として設定した。現地表

面下約工8mほど掘り下げたが、撹乱が1．5mほどあり、残存していた土層は基本層序の3層に相当する

砂◎シルトの互層の一部のみであった。

第2トレンチ

3区の西側、Iy…6グリッドに設定し、東西方向の坪界線の検出を目的とした。確認することができ

た土層は4層あるが、全体に撹乱による乱れが大きく、特に南側で顕著で、4の砂◎シルト互層にまで

影響を与えている。1の暗灰色砂質粘土は基本層序1層に、2◎3の灰色砂混じり粘土は砂の混入の度

合いから2つに分離したものだが、基本層序2層に該当する。4は3層に相当するが、北側では最上位

が砂となっているのに対し、南側はシルトとなっている点で、他の地点とやや様相を異にしている。こ

のトレンチは基本層序と同一の堆積を認めることができたが、断面では明確な遺構は確認できなかった。

第3トレンチ

3区の南側に設定し、第1トレンチと同方向の坪界線検出を目的としたものである。東側には建物の

基礎と考えられる深い撹乱があったが、西側は現地表南下約65cmで、1層に対応する暗灰色砂質粘土が

残存しており、比較的残りが良かった。2層に対応する2の灰色砂混じり粘土上面で、わずかに西側に

下がっている印象を受ける。また4の砂◎シルト互層（3層対応）上面でも西側の落ち込みが認められ

た。これについては表層条里の位置と対応しており、坪界線の西側の立上がりである可能性が高い。

第4トレンチ

旧図書館の南側に設定したもので、今回の調査では最南端に位置するトレンチである。撹乱が現地表

面下約1・0～1・1mと厚く、2層に対応する1の灰色砂混じり粘土まで削り込んでいる。また2の灰色粘

土は調査区内およびA列以北に設定したトレンチでは確認されていない。後述する体育館部分のトレン

チでも確認されており、A列以南（南西）のみで堆積していると考えられる。2および3でわずかに東

側が高くなっていくような印象があったが、既存の建物の関係でトレンチの拡幅ができず、性格は判断

することができなかった。

第5トレンチ

旧体育館の東側に設定し、東西方向の坪界線の検出を目的とした。現地表面下約1mほど撹乱があ
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り、基本層序として確認できたのは基本層序2層以下のもので、1◎2が対応する。だが、残存してい

る部分はごくわずかである。このうち、2の砂礫混じり粘土はE′ポイント付近でのみ確認されたもので

ある。5の砂◎シルト互層は3層に対応する。3は約40cm程の層厚を計測する粗砂～砂礫、4は層厚約

10～40cmの砂層である。

第6トレンチ

1区の南側に設定し、第5トレンチに平行して入れたものである。このトレンチでは基本層序に該当

する層として確認できたのは2の灰色砂混じり粘土のみであるが、撹乱および1の砂礫によって削られ

ており、残りは非常に悪い。2の下には中粒の灰色砂が厚く堆積し、南側には砂礫が続いている。この

砂礫についてはFポイントから19m地点より南側では1と4とを分けることができなかった。また4の

砂礫は1区の第3遺構面で確認した旧河道に対応するものであり、北から南に流れる非常に押し出しの

強い河道であったことが窺われる。16～23列付近が幾度にもわたり河道となっていたと考えられる。

第7トレンチ

1区の南側に設定したもので、第5◎6トレンチと同様の東西方向の坪界線の検出を目的としたもの

である。現地表面から25～80cmほど撹乱が続く。1の灰色砂混じり粘土は基本層序の2層に対応すると

考えられるが、2の砂◎シルト互層（3層対応）の浅い窪みに堆積しているように認められるだけであ

る。また2は非常に厚く堆積しており、調査した範囲では1m以上にもわたっている。このトレンチ周

辺は旧薬科大学のグランド部分に当たっており、造成時の削平により調査対象とした層は失われたと考

えられる。

第8トレンチ

1区南側に東西方向のトレンチとして設定した。撹乱が現地表面下約40～60cmほどあり、建物の基礎

と考えられる部分も存在する。1の灰色砂混じり粘土と2の暗灰色粘土は2層に対応するが、2は西側

での確認のみである。3は中粒～粗粒の砂で第5トレンチの3◎4、第6トレンチの3に対応すると考

えられる。このトレンチの東側では撹拝の痕跡および竪根がみられたが、明確な畦畔遺構は認められな

かった。

第2節　体育館建設予定地の恥レンチ調査

体育館建設予定地については既存の建物として図書館と体育館が残っており、平成6年度の解体工事

終了を待って、平成7年度にトレンチによる調査を行った。なおトレンチの番号については混乱を避け

るため調査区外のトレンチ調査の続きとした。

第9◎10トレンチ

旧体育館部分にT字型に設定したトレンチで、東西方向のものを第9、両北方向のものを第10とした。

第9トレンチは全体を約2m掘削した。現地表面から約60～70cmほどの撹乱が入っており、建物の基礎

と思われる深い部分も存在する。全体を6つの層に分けたが、1の暗灰色砂質粘土は基本層序1層に、

2の灰色砂混じり粘土と3の灰色粘土は2層に対応する。このうち3は砂の混入がない堅くしまった粘

土で、トレンチ西側にのみ堆積しており、第4トレンチの2と同様のものである。2層対応の土には竪

根が認められ、水田耕作土として考えられるが、Aポイントから約1．2～1．8m部分には竪根がほとんど
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認められなかった。これについては畦畔状の盛り上がりは認められなかったが、畦畔が存在していた可

能性を窺わせるものである。4は中粒～粗粒の砂層が堆積しているが、東側は砂層が薄く下位に砂礫が

20～30cmの厚さで堆積している。

第10トレンチは解体工事により掘削が行われており、現地表面の標高が他に比べ低い。残存している

層は砂混じり粘土で、基本層序2層に対応するが、第9トレンチ3の灰色粘土は認められなかった。ま

た基本層序3層に対応する砂◎シルト互層については非常に厚く、1m以上の堆積がある。

第1二トンンチ

旧図書館部分に入れたトレンチで、東側は拡幅し、現表面下約4mまで掘り下げ、下層の確認を行っ

た。撹乱部分が多く、安定的に土層が認められたのはBポイントから5．5～12mの地点である。1の暗灰

色砂質粘土は基本層序1層に対応する。2は灰色粘土で基本層序の2層に対応させるが、砂がほとんど

混入しておらず、第1トレンチの3と同一のものであり、第9トレンチの灰色砂混じり粘土は認められ

かった。また西側では灰色粘土の下に3の灰色シルト混じり粘土が堆積しており、12m地点では幅1．3m

ほどの落ち込みが認められた。また4の砂◎シルト互層は他地点では上位にあった砂層が欠落し、シル

トが最上層に堆積しており、全体に堆積は薄い。5は灰色粘質シルトで基本層序4層に対応するが、層

厚は50～60cmを計測しており、かなり厚い。6は5層に、また7は7層に対応するが、基本層序の6層

である砂◎シルトの互層は欠落している。また7においては1◎　2区で確認した撹拝痕跡は認められな

かった。8　◎　9　⑳10はそれぞれ基本層序の8　◎　9　◎10層に対応している。このうち1◎　3区で平面調査

を行った9層については遺構◎遺物ともに認められなかった。11は12層に対応するが、この層の上面か

ら幅1．3m、深さ25cm程の落ち込みが認められた。またこの落ち込みを挟んで両側には粗砂をベースにし

た砂礫層がレンズ状に堆積している。13◎14◎15はそれぞれ基本層序の12層◎13層◎14層に対応すると

考えられる。

このトレンチでは4および11で落ち込みを確認したが、前者は覆土から調査区第2遺構面で確認され

た溝状遺構と同様のものと考えられる。後者については遺構と考えるよりもむしろ自然の落ち込みと考

えた方がよいと判断した。

第12トレンチ

第9トレンチの北側に設定したトレンチで、1～3までは第9トレンチと共通している。4の灰色砂

質粘土についてはこのトレンチのみで確認できた層であるが、基本的に2～4は基本層序の2層に対応

するものとして考えられる。Dポイントから5mより東側にわずかに盛り上がりを認めることができ、

畦畔の可能性がある。またこの箇所は先述した第1トレンチの竪根の少ない部分と位置的に対応する。
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第1トレンチ南壁土層断面図

第2トレンチ東壁土層断面図

＿旦⊥

第5トレンチ東壁土層断面図

第3トレンチ南壁土層断面図

1砂・褐灰色シルト互層

第4トレンチ南壁土層断面図
D

第6トレンチ東壁土層断面図
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第8トレンチ南壁土層断面図
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第29図　調査区外トレンチ土層断面図
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第11トレンチ北壁土層断面図

第10トレンチ東壁土層断面図
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第12トレンチ北壁土層断面図

11，急

1灰色砂混じり粘土

2　灰色砂（中粒～根粒）
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第30回　体育館建設予定地内トレンチ土層断面図
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小康杉本堀合坪遺跡の調査成果について簡単に整理し、まとめとするが、平成4年から行われた調査

の最終報告として、新たな知見を得たこともあり、前2回の調査成果も踏まえたまとめとしたい。

条里型地割に誓い竃

今回の調査の成果の1つとして、1区で検出した擬似畦畔の検出がある。これについては2層上面で

の精査段階においては、削平等による影響のためか確認することができなかった。長さも約8m足らず

であり、これをもって埋没条里の存在とするにはいささか問題があるかもしれない。第30図は、小康杉

本堀合坪遺跡周辺の表層条里から復元した条里型地割に、今回の調査範囲を組み合わせて作製したもの

である（1）。これによれば、1区の擬似畦畔は、条里型地割の坪界線に乗っていることが判明した。また第

3トレンチで確認した立ち上がりも、わずかにずれがあるものの、坪界線に相当すると考えられる。平

成5年度調査においては、2区及びA区で畦畔の検出、また3区◎B区で土層断面による推定畦畔が報

告されているが（静岡県教育委員会1994主　2区については今回の調査で落ち込み（自然流路）の立ち

上がりであると判断できた点や、畦畔推定位置図が、静活平野で確認されている107mピッチ（2）ではな

く、95mピッチで復元されている点からも、疑問を持たざるを得なかった。そのため、二次調査で報告

されたものと今回の調査において坪界畦畔としたものについての関連性は認めることができず、小康杉

本堀合坪遺跡での条里型地割の坪界線の検出は1区と第3トレンチの2ヶ所であるとしておきたい。

ところで、静岡平野南部地域での発掘調査における条里塑地割の検出は、鷹ノ道遺跡（静岡市教育委

員会1991）、神明原◎元宮川遺跡（稲妻地区）（静岡県埋蔵文化財調査研究所1988）が知られている

のみであり、今回の調査は、静活平野南部における埋没条里が表層条里と一致する広域条里型であった

ことを示す一例となったとしておきたい。

溝状遺構について

今回の調査で最も多く検出されたのは、溝状遺構である。これについては、本分中の記述及び計測表

により示したが、ここでは、主軸方位から再度分析を試みた。表9は主軸方位別の割合であり、第31図

は主軸方位をグラフに示したものである。図中のスクリーントーンは静活平野で施行された広域条里

N…380～390－Wを表している。ここでは数的に卓越している東西方向の溝状遺構についてのみ述べて

おきたい。主軸方位には本文中で述べたように、N－300…E～N…820…Eというバラツキが存在する

が（3）、およそN－500～600－Eという100の範囲に全体の鋭圭4％が占められている。広域条里の方向と一致

するものの割合は、3。9％と少ないが、概ね方向は軌を一つにしているものと言うことができ、この溝状

遺構が、広域条里型の水田に関わりを持って形成されたと考えることができそうである。

これらの溝に類似する例として神明原◎元宮川遺跡の稲妻地区の溝状遺構をあげることができる。お

よそN－520～550－Eの方向を持つ溝状遺構が幅約12mの範囲に10数本検出されている。南北方向の溝

は1本でN－320－Wの方向である。この溝について、矢田氏は、表層条里型地割の坪界線にあたること

から同一地点での畦畔復興◎補強のための採土の可能性を指摘しておられる（矢田1990）が、その北

側に井戸や柱穴などが存在することから区画の意味も持ち合わせていたと思われる。小康杉本堀合坪遺

跡の溝状遺構については、坪界線部分だけではなく、水田域として考えた全域から検出されており、間

隔や形状も企画性を持つようには考えられず、性格は若干異にすると思われる。

ところで、今回検出した溝状遺構では、南北方向が少なく、東西方向が卓越している点をどのように
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第31図　小鹿杉本堀合坪遺跡周辺条里推定図
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考えたらよいであろうか。曲金微高地は、駿府城付

近から東へ延びる微高地であり（加藤1983）、当遺

跡の所在する微高地南側は南に向かう斜面となって

いる。矢田氏によれば、この曲金微高地の等高線に

直交して長地型の長辺がくるものであり、交差する

方向での取排水の効率から坪内の地割が行われたと

されている（矢田1987）。この考えに従うならば、

当遺跡周辺は、基本的には横長地割（東西方向の地

割）であったと想定できる。今回検出の溝状遺構に

おいて、東西方向が卓越していることはそのことと 第32区l　溝状遺構方位図

関連づけられるのかもしれない。すなわち、これら

の溝状遺構が畦畔の造成◎復興◎補強と考えるよりは、むしろ、耕起など水田耕作そのものに関わる行

為から生じたものと判断したい。遺物の出土がほとんどないことからも水田とのかかわりを窺えるので

あり、その方向は坪内部の地割方向に規制された方向であったと考えたい。

表9　滴状遺構方位別一覧表
角　 度 ！本 数 巨 ヒ 率 （％ ） 角　 度 i 本 数

比　 率 （％ ）

N － 30 0－ 可 1 ！　 0 ・8
N　 －　 62 0…　 E 4 3 ．1

N　 ～　 4 4 。…　 E 1 0 ．8 N　 －　 6 3 。～　 E 8 6 ．2

N　 －　 4 5U－　 E 2 1 ．6 N　 －　 6 4。－　 E 1 0 ．8
】

N　 －　 4 8。－　 E 1 0 ．8 N　 －　 6 5。～　 E 6 4 ．7

N　 …　 4 90－　 E 1 0 ．8 N　 …　 66 0…　 E 3 2 ．3

N　 …　 50 じ－　 E 8 6 ．2 N　 －　 67 。－　 E 2 1 ．6

N　 －　 5 1 CL　 E 2 1 ．6 N　 －　 68 0－　 E 1 0 ．8

N　 －　 5 20－　 E 3 2 ．3 N　 －　 6 9 。－　 E 1 0 ．8

N　 －　 5 30…　 E 10 7 ．8 N　 ～　 7 10－　 E 1． 0 ．8

N　 ～　 54 0…　 E 3 2 ．3 N　 …　 7 20－　 E 2 1 ．6

N　 …　 55 Cつ－　 E 17 13 ．3 N　 －　 73 0－　 E 3 2 ．3

N　 －　 5 6 。一　 E つ
J

2 ．3 N　 －　 75 。－　 E 1 0 ．8

N　 …　 5 7。－　 E 9 7 ．0 N　 －　 76 。－　 E 2 上 6

N　 …　 5 8。－　 E 10 7 ．8 N　 －　 7 70…　 E 1 0 ．8

N　 －　 59 0－　 E 3 2 ．3 N　 －　 8 20－　 E 2 上 6

N　 －　 60 。－　 E 16 12 。5 合　　 計 12 8 100

角　　 度 本　 数 比　 率 （％ ）

N　 －　 2 7。－　 W 1 7 ．7

N　 －　 2 8。～　 W 1 7 ．7

N　 －　 3 00－　 W 3 2 3 ．0

N　 －　 33 0－　 W 1 7 ．7

N　 －　 35 。－　 W 1 7 ．7

N　 ～　 37 。－　 W 2 15 ．4

N　 －　 3 80－　 W 1 7 ．7

N　 －　 4 0。－　 W 1 7 ．7

N　 －　 42 。…　 W 1 7 ．7

N　 －　 50 。－　 W 1 7 ．7

合　　 計 13 100

3　集落間連遺構の検出

今回の調査は、当初水田遺構の検出を目指したものであったが、図らずも集落関連遺構の検出があっ

た点は成果の1つとしてあげられる。

2層上面での精査時にはいずれも検出できなかったものであり、生活面は2層堆積中のいずれかの時

期に存在したものと考えられる。このうち井戸SE162及びSFl18（4）などは坪界線とした擬似畦畔1の

東側に位置しており、曲金微高地（小康街道微高地）の縁辺部に存在している。このことは集落本体が

曲金微高地上に存在しており、その端部であったことが窺えるのである。さらに先述した溝状遺構は2◎

3区に比べ、1区では極端に少ない点、またH－14列グリッドよりも北及び東側のグリッドでは検出さ

れていないことからも、坪界線付近を境に集落域と水田域に分けられていた可能性を指摘することがで

きる（5）。
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4　水田耕作について

今回水田耕作土の可能性を指摘できる層として2層◎7a層◎9層がある。それぞれの層について過去

2回の調査を踏まえ、簡単に整理したい。尚、ここで言うイネのプラントのオパール分析は平成4年度

に実施した分析結果に基づいている（静岡県教育委員会　前掲書）。

まず、2層であるが、上面で畦畔が検出されており、イネのプラントオパールも4，700個／gという

高い数値を示しており、水田耕作土として明らかに認識されよう。この層は現地表面から約50～80cmと

いう高さから検出されており、耕作土として用いられた期間は極めて長いと考えられる。2層および3

層においては水田検出の指標である巻き上げ痕や撹拝痕などは非常に不明瞭で、土質が均質化していた。

それは永年にわたる耕作の結果として捉えることができるのだが、そのため特定時期としての水田やそ

れに伴う畦畔や溝などの検出を困難にしている。今回の調査においても2層中での遺構検出はできず、

2層下面の調査では、2層上面で検出された畦畔よりもより古い時期の水田が存在していた可能性を示

すにとどまってしまった。この水田に関しては1区F－16グリッドに位置する土坑S F131が注目され

る。この土坑は擬似畦畔1の推定延長部分の西側に位置しており、水田域と考えられる部分に当たる。

詳細は本文中で報告したが、他の土坑とは覆土が異なっており、滞水していたような状況を示すもので

あった。調査中にも湧水があり、水田用の取水のための施設として考えられる（6）。

7a層については7b層に明瞭な撹拝痕（図版9…7）があったことから、水田耕作土として指摘したも

ので、平成5年度調査の6m層に該当する。しかし、同年の調査には明確な遺構としては確認されておら

ず、さらにイネのプラント◎オパールも0個／gである。果たして断面で認められる撹拝痕＝水田とし

て捉えることが可能なのか疑問を抱かざるを得ない（7）。

9層については今回の調査では遺構としては何も検出することができなかった。平成5年調査時には

シガラ状遺構◎埋設杭などが検出されている。またイネのプラント◎オパールは700個／gをカウントし

ているが、その数値からは水田耕作が行われていたと断定することは避けたほうが妥当と考える。

5　年代について

小康杉本堀合坪遺跡においては3層以下の遺物の出土がほとんど無く、年代の押さえを非常に困難な

ものにしている。そこで、今回の調査では火山灰の分析と泥炭層での年代測定を実施し、年代決定の資

料とした。

まず2層における遺構の年代については、井戸SE162から出土した灰和皿から判断し、9世紀後半と

したが、その他の遺構や2層内から出土した土器からは概ね11世紀末までは継続するものと考えた。と

ころで、静岡平密北部の調査例においては条里型地割が、出土した土器から8世紀後半にまでさかのぼ

る可能性が出てきている（8）。また、曲金北遺跡から発見された古代東海道の側溝からは8世紀半ばとされ

る土器が出土しており（及川1994）、静岡平野においては条里型地割の施工が少なくとも8世紀半ばに

は始まっていたと考えられよう。静岡平野南部においては現在のところ神明原◎元宮川遺跡稲妻地区の

溝状遺構が平安時代前期、鷹ノ道遺跡の水田跡が10～11世紀に比定されているのみで、資料に乏しく今

後の課題とせざるをえない状況である。先述したように小康杉本堀合坪遺跡では出土土器からは9世紀

後半を上限とした。しかも、今回行なった火山灰分析では溝状遺構SDlOlの覆土中から採取された火山

灰が838（承和5）年の神津島天上山テフラ（Iz－Kt）ないしは886（仁和2）年の伊豆新島向山テフラ（Iz

－Nm）に同定された。このことから先述したように溝状遺構が条里型地吉山こ関連するものとするなら

ば、少なくとも9世紀後半には静岡平野南部にも条里型地割が施工されていたとすることができよう。

今後の資料の蓄積に期待したい。
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次に下層の年代について簡単に触れておきたい。3層以下には遺物の出土が全く無く、平成5年度調

査の報告書では泥炭層を鍵層として静岡平野北部での調査例に併行関係を求め、7層の異色泥炭層（今

回調査の8層に対応）を平安時代とした。しかし、今回の年代測定によれば、泥炭層（8層）からは1，850±

60．B．P．の年代が得られた（9）。このデータによれば弥生時代後期という時期が与えられる。静岡平野にお

いては古墳時代前期に湿地化があり、泥炭層が広く堆積することが知られている。年代測定の結果とは

ずれが生じるが、周辺遺跡の調査結果からはその時期として捉えるのが妥当であろう。そこで平成5年

度調査のシガラ状遺構および埋設杭は一応、弥生時代後期～古墳時代初頭としておきたい。1。）。

6　おわりに

今回の調査は何度も述べているとおり、近代以降の建築物により大きく破壊され、遺跡の広がりや性

格も十分に解明できないものであった。しかし、集落関連遺構と溝状遺構の検出は当遺跡が曲金徴高地

上に平安時代の集落が存在している可能性を示し、当遺跡がその南側末端部分であったこと、、またそこ

から南西へ広がる低地部分には水田が営まれていたことなど多分に想像の域を出ないが、当時の集落景

観を復元できる資料になったのではないかと考えている。静岡平野北部に比べ、南部は調査例も少なく、

未解明の部分が多いと言わざるをえない。今後、資料が蓄積されることにより、当該期の歴史像がより

具体化されていくことに期待したい。

最後に、今回の調査にご理解とご協力をいただいた方々に、深く感謝して報告を終えたい。

註

（1）原図については当研究所が助成を行っている静活平野条里研究の成果の一部を用いた。現在作成中のものであり、

未発表資料であることを断っておきたい。

（2）ただし、静岡市瀬名遺跡では103～109mのばらつきがあることが報告されている。（静岡県埋蔵文化財調査研究所

1992）

（3）溝状遺構の方位についてはその認識により大きく異なると考えられ、今回の計測についても傾向という程度で考え

ている。

（4）S Fl18は形状や規模から素掘り井戸の可能性もある。

（5）遺物については水田域と考えた3区からの出土は極めて少ない。また、木製品については用途不明品◎井戸部材を

除くと農具1ノ由こ対し、生活用貝は21点を数える。またl区からの出土が多いことからも集落域であった蓋然性は高

いと言えよう。

（6）乙益氏が述べられている「置貰」（オキス）と言われるものかもしれない（乙益1980）。内部に肥料を入れ湧水に

より施肥を行ったとも考えられる。また年代的には異なるが、静岡市豊田遺跡からは水田内に湧水施設が作られてお

り（静岡市教育委員会1982）、これらも類似例として考えても良いかもしれない。

（7）浜松市箕輪遺跡（静岡県埋蔵文化財調査研究所1993）や島田市矢崎遺跡（静岡県埋蔵文化財調査研究所1994）

では畦畔は検出されているが、イネのプラントオパールがカウントされていない水田が確認されている。遺構とプ

ラント◎オパールとの関係は今後検討すべきであると考える。

（8）岳美遺跡出土の須恵器が8世紀後半に比定されている（山本1995）。

（9）この層の上層からは天城カワゴ平軽石（Kg）が見つかっている。量的には少なく、2次堆積と考えたほうが良いと

思われる。

（10）この時期の水田は杭や横木などによる強固な畦畔であることが多い。単純な比較はできないが、当遺跡の遺構は水

田に直接関わるものではないかもしれない。イネのプラント◎オパールが少ないことからも言えるのではないだろう

か。
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静岡県淘　小原杉本堀禽坪遺跡の火蜘灰分柄⑳年代測定

株式会社　古環境研究所

1　はじめに

小鹿杉本堀合坪遺跡の発掘調査では、沖積層の良好な土層断面が作成された。そしてそこには堆積年

代が不明な土層が多く認められた。そこで地質調査と火山灰分析さらに年代測定を合わせて行って、土

層の堆積年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、3区トレンチと

SI）101の2地点である。

2　土層の層序

（1）3区トレンチ

3区トレンチでは、下位より灰色シルト層（層厚10cm以上9　25層）、黒泥層（層厚7cm，24層）、灰色

シルト層（層厚34cm，23層）、黒灰色シルト層（層厚9cm9　22…b層）、暗灰色粘土層（層厚6cm9　22－a

層）、黒褐色泥炭層（層厚10cm，21層）、暗灰色粘土層（層厚5cm9　20層）、黒褐色泥炭層（層厚7cm，19

層）、細かく成層した灰色シルト層（層厚14cm，18層）、灰色シルト層（層厚21cm，17－b層）、暗灰色シル

ト層（層厚3cm，17…a層）、灰色シルト層（層厚22cm，16層）、黄灰色砂層（層厚10cm，15層）、灰色シル

ト層（層厚15cm，14－d層）、黄灰色シルト層（層厚9cm，14－C層）、灰色シルト層（層厚4cm，14－b

層）、灰色シルト層（層厚11cm，14－a層）、植物遺体混じり灰色シルト層（層厚11cm，13－e層）、成層し

た灰色シルト層（層厚20cm，13－d層）、灰色砂層（層厚7cm，13MC層）、灰色砂層（層厚2cm，13－b

層）、成層した灰色砂層（層厚14cm，13－a層）、灰色砂礫層（層厚45cm，12層）、灰色砂層（層厚7cm，11－b

層）、亜円礫混じり灰色砂層（層厚10cm，礫の最大径18mm，11－a層）、亜円礫に富む褐灰色砂層（層厚38

cm，礫の最大径42mm，10層）、褐色シルト層（層厚7cm，9層）、黒褐色泥炭層（層厚9cm，8層）、灰色

シルト層（層厚6cm，7－b層）、褐灰色シルト層（層厚11cm，7－a層）、細かく成層した灰色シルト層（層

厚66cm，6Tb層）、淘汰のよい灰色砂層（層厚12cm，6pa層）の連続が認められた（図1）。

（2）Sり101

平安時代に構築されたと推定されている1区SDlOlの覆土（2a層）中には、厚さ0．2cmの白色の細粒

火山灰層がパッチ状に認められた。

3　テフラ検出分析

（1）分析試料と分析方法

3区トレンチにおいて、基本的に5cmまたは5cm以下の土層ごとに採取された試料のうち、試料番号

17以下の奇数番号の試料24点およびSDlOlのテフラ試料について、テフラ検出分析を行い、示標テフラ

の検出を試みた。テフラ検出分析の手順は次の通りである。

1）試料10gを秤量。

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。

3）800Cで恒温乾燥。

4）実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

（2）分析結果

テフラ検出分析の結果を表1に示す。3区トレンチの試料番号3および1には、スポンジ状によく発
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泡した白色の軽石型ガラスが少量認められた。最大径は1．1mmである。斑晶には、角閃石が認められる。

この軽石は、その特徴から約2，800～2，900年前に伊豆天城火山カワゴ平火口から噴出した天城カワゴ平

軽石（Kg，町田◎新井，1992）に由来すると考えられる。ただし軽石の量は少なく、その層準は、より

下位の層位にある可能性も考えられる。したがってここでは、試料番号3以下の層準にKgの降灰層準が

あると考えられる。

SDlOlの2a層中に認められる白色火山灰層は、繊維束状やスポンジ状に発泡した軽石型や分厚い中

間型の透明のガラスを特に多く含んでいる。そのほか、黒雲母も認められる。この火山ガラスは、その

特徴から838（承和5）年に神津島天上山から噴出した神津島天上山テフラ（Iz…Kt，町田◎新札1992）

あるいは886（仁和2）年に新島向山から噴出した伊豆新島向山テフラ（Iz…Nm，町田◎新井，1992）に

同定される。

4　年代測定

（1）試料と方法

試料名　　　　層準　　　　種類　　　　　　　前処理◎調整

7層上部　　　泥炭

27層最上部　　泥炭

31層上部　　　炭化物

酸－アルノカリ…酸洗浄

ベンゼン合成

酸－アルカリー酸洗浄

石墨調整

酸洗浄

石墨調整

（2）測定結果

測定法

AMS法

AMS法

AMS法

試料名 14C年代　　　♂13C　補正14C年代　　　　歴年代

（年BP）　　　　％。　（年BP）

測定No．

（CAMS－）

No．1　1，690±50　　　－14．6　1，850±50　　　AI）160＋80子50　　　　20260

腕．2　　　4，420±60　　　…27．5　　4，380±60　　　BC2，930＋140子20　　20261

No．3　　　5，520±60　　　－19．8　　5，600±60　　　BC4，450＋35子90　　　20262

1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。14Cの半減期

は5，568年を用いた。

2）♂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差％。で表す。

3）補正14C年代値

♂13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4）歴年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより、歴年代を算出した。補正

には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BPより古い試料には
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適用できない。

5　まとめ

小鹿杉本堀合坪遺跡において

地質調査、テフラ検出分析、加

速器質量分析法（AMS法）に

よる放射性炭素年代測定を合わ

せて行い、土層の堆積年代に関

する資料を得た。その結果、31

層上部からは5，600±60y．B。P．

（CAMS－20262）、27層最上部

からは4，380±60y。B．P。（CAMS

－20261）、7層上部から1，850±

50y。B．P。（CAMS20260）の14C

年代が得られた。とくに7層上

部については、テフラ検出分析

から天城カワゴ平軽石（Kg）の

降灰（約2，800～2，900年前）以

降であると考えられており、得

られた14C年代は、このことと

も矛盾しない。なお1区Sり101

の覆土からは、神津島天上山テ

フラ（Iz－Kt，838年）あるいは

伊豆新島向山テフラ（Iz－Nm，

886年）に同定されるテフラが検

出された。

文献

町田　洋◎新井房夫（1992）

火山灰アトラス◎　東京大学出版

会，276p。

圏礫

国泥炭

図1小鹿杉本堀合坪遺跡の土層柱状図
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表1　小鹿杉本堀合坪遺跡のテフラ検出分析結果

試料　　　　　　　スコリア　　　　　　　　　　　火山ガラス

量　　　色調　　最大径　　　量　　　色調　　　形態

3区
トレンチ

7
　
9
　
1
　
3
　
5

1
　
1
　
2
　
2
　
2

7
　
9
　
1
　
3
　
5

2
　
2
　
3
　
3
　
3

7
　
9
　
1
　
3
　
5

3
　
3
　
4
　
4
　
4

7
　
9
　
「
⊥
　
3
　
5
　
7
　
9
　
1
　
3
　
5

4
　
4
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
6
　
6
　
6

自
白

＋＋十十　　透明　　pm，md

＋＋＋＋：とくに多い，十十十：多い，十十：中程度，＋：少ない，

：認められない◎　最大径の単位は，mm◎　Pm：軽石型，md：中間型。
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（写真）



図版　1



図版　2



図版　3

4　畦畔SK202（北西から）



図版　4



図版　5

2　井戸SD162隅柱・横桟木組み合わせ 3　井戸SDI62水溜内曲物



図版　6

5　溝状遺構SD129・I30

2　土坑SF120（南東から）

4　土坑SFI31内下駄出土状況

8　1区陽物出土状況



図版　7



図版　8

言雫
r；

－1・ゲ　ー且　哀

■l癖

∴∴J
3　溝状遺構SD334～340・350



図版　9

」’、去．’篭岬′「∴「
5　3区第3遺構面全景（南東から） 6　3区東壁土層断面



図版用　出土遺物（土器）
l　灰相陶器e皿　白）
3　緑相陶器e手付瓶（12）
5　灰相陶器◎碗（23）
7　土師器e杯（24）
8　陶器◎蜜（7）

2　灰相陶器◎皿（2）

4　灰相陶器◎碗（16）
6　土師器◎杯（24）

9　墨書土器（30）



図版10



図版日　出土遺物（木製品り
実測図番号l～3　◎　5　◎　7～9
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版図



図版I2　出土遺物（木製品2）
実測図番号　用～22



12



図版13　出土遺物（木製品3）
実測図番号　23～35◎57



図版　13

5730



図版国　出土遺物（木製品4）
実測図番号　36～44
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図版は　出土遺物（石製晶e金属製品）



図版15
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